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序

岡山県教育委員会では、昭和44年3月より足掛け9年間にわたり中国縦貫自動車道建

設に伴う埋蔵文化財の発掘調査に取組んでまいりました。十年一昔のたとえどおり、

県内での大型道路幹線網の敷設とともに、とりわけこの中国縦貫自動車道の建設の進

行状況と表裏の関係で、埋蔵文化財の保護行政が機構的に整備・拡充してきたといっ

ても過言ではありません。昭和40年代前半と比較すると、まさに隔世の感をおぼえま

す。暗中模索で取り組んできたこの涯の調査は、日を重ね年を追うごとに大変な事業

であることに気付き、そのつど一定の条件整備を考えてまいりましたが、必ずしも十

分に整備されたとはいえぬ状況であります 現在では、進物の収蔵施設も暫定的な仮

設収蔵庫とはいえ、 7棟を数え徐々に遺物の保管・化学的処理のための椴器類を整備

しつつあります。また、頭初、刊行の予定すらたたなかった報告書の刊行もすでに 13

分間を重ねるに到りました。乙の問、関係機関および各位から、暖かい御指導と御助

力を賜わった乙とを記し、哀心よりお礼申上げる次第です。

なお、本書に収録した久米廃寺ならびに美作国府跡については、かつて略報を上梓

いたしましたが、遺跡の規模や出土品が走大であったため、報告書の作成期間、 ある

いは、その準備体制が不備な時点であったため意を尽せぬ点が多々ありました。 その

後も遺物整理を進め、その結果にもとづきなお未了の段階ながらとりあえず補遺編と

してまとめ、刊行する乙とにいたしました。

末筆ながら、中国縦貫自動車道埋蔵文化財保護対策委員会をはじめ、地元教育委員

会、その他関係各位のと協力とと助言に対し、厚くお礼申し上げます。

昭和53年 3月

岡山県教育委員会

教育長小 野啓



凡例

1 .本書は、日本道路公団の委託をうけ岡山県教育委員会が実施した。中国縦貫自動車道建設にかか

る緊急調査の報告のうち、久米廃寺および美作国府駈についての補遺篇であるo

2.本事業に関する報告書は、すでに13分冊を数えるが、久米露寺は「岡山県埋蔵文化財発掘調査報

告」第4分冊(中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第2分冊)、美作国府は同書

第5分冊(中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第3分冊)に、それぞれ遺跡の規

模・遺構の配置などを掲載しているので、本書と補完関係にある。お手数ながらと参照いただきた

い。

3 .調査は、岡山県教育委員会が埋蔵文化財保護対策委員会の助言を得て実施し、報告書作成段階ま

で適切な指導をうけた。以下、対策委員各位のと芳名を列記して感謝の微意を表したい。

浅野克己勝央中学校教諭 (昭和47年11月""- ) 

植月壮介津山みのり学園 (昭和44年4月~

近藤義郎岡山大学教授 (昭和47年11月""- ) 

土居徹院庄小学校教諭 (昭和44年4月""- ) 

宗森英之津山高等学校教諭(昭和47年11月""- ) 

渡辺健治津山市文化財保護委員(昭和44年4月""- ) 

4 .本書の作成は、岡山市西古松所在の文化課分室において行っt.:.o 組織と構成は下記のとおりであ

る。

文化課 文化課分室

課 長 飛田真澄

課長補佐 塩見 篤

主 幹 小川佳彦

文化財二係長 光吉勝彦 文化財主幹 難波 進

文化財保護主査 河本 清 文化財保護主査 葛原克人

文化財保護主事 正問陸夫 文化財保護主事 井上 弘

11 山磨康平 下揮公明

主 事 岡本寛久 松本和男

岡田 博

主 事 福田正継

竹田 勝

藤井守雄

5.本報告書は、 「岡山県埋蔵文化財発掘報告」の通巻24分冊にあたり、次のとおり執筆を分担する

乙ととした。
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、
久米廃寺栗野克己(岡山県立博物館昭和52年4月......... ) 

美作国府岡田博
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久永長寺 (19)

(補遺編)



久米蝿寺 (19)

例

1、本報告は先に岡山県教育委員会より、岡山県埋蔵文化財発掘調査報告4 (中国縦貫自動車道建設

に伴う発掘調査2) として刊行された「久米廃寺」の報告の補遺編であるo

2、久米廃寺は、岡山県久米郡久米町大字宮尾唐自民所在し、発掘調査は二次に分けて実施されたが、

道路公団の工事工程の変更により、第二次調査は前半と後半に分断された。それぞれ下記の調査員

が担当した。

第 1次調査(阻和44年3月)

葛原克人(社会教育課)

枝川陽( か ) 

第2次調査前半期(昭和44年4月~昭和45年 1月)

河本 清(社会教育課、兼津山教育事務所)

枝川陽(

栗野克己(

11 

11 

11 

H 

第2次調査後半期(昭和45年 5月~昭和46年7月)

河本清(文化課、兼津山教育事務所)

泉本知秀( グ グ ) 

栗野克己 ( h h ) 

3、出土遺物の整理は、現地および他の遺跡調査中に平行して進められ、取扱いがデリケートなもの

を除き大半の泥落し水洗は終了しているo 今回の報告書に伴う整理作業は文化課分室で実施した0

4、今回の報告書作成に関して、出土遺物の写真撮影・実測・製図はそのほとんどを栗野が実施した。

手妬の一部について、岡本いづみ、大島敏江、生田悦子、製図の一部について、浜本早苗の援助を

得た。

中国製向磁器および和製陶磁器については、京都国立樽物館河原正彦氏の御教示を得た。記して

感謝の意を表わすものであるo
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図版25 1.嬰斗瓦 1 2.喫斗瓦2

図版26 1.文様瓦3 2.文様瓦5・文様瓦4

図版27 1.塑造仏如来像螺髪 S =1/2 2.塑造仏菩薩像管書11 S =1/2 

図版28 1.塑造仏菩護像頭髪 S = 1/2 2.塑造仏菩薩像顔面 S哩 1/2

図版29 1.塑造仏 菩謹埠理培・裳・裾 S =1/2 2.塑造仏菩謹像裳・裾 S=1/2 

図版30 1.塑造仏菩薩像垂髪・頭髪・台座の反花 S =1/2 

1.塑造仏菩薩像指先 S =1/2 3.塑造仏天部 S =1/2 

図版31 1. 4区黒色粘土層出土須恵器 (2・1・3) 2.須恵器4杯
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久米寓寺 (19)

図版31 3. 4区大溝出土須恵器

図版32 須恵器 (5・7・8・11・16・17・18) 土師器 (21・22) 円面硯

図版33 1.須恵器花瓶 2.須恵器平瓶

図版34 1.須恵器聾1 2.須恵器聾

図版35 1.須恵器聾2 2.須恵器聾5 3.須恵器聾6

4.須恵器聾4 5.須恵器聾 7 6.須恵器聾8・9

図版36 1.緑粕陶器内面 2.緑動向器外面

図版37 1.中国製向磁器・和製陶器 2.備前慌揺鉢

図版38 相輪

図版39 1.釘 S =1./2 2.鉄製鍬先 S=1/2 3.鉄製矛'! S=1/2 

4.青銅製金具 S =1/2 

図版40 1.金箔 2.水晶 3.墨書土器 4.壁土 5.縄文式土器

図版41 1.サヌカイ卜原石・剥片 環状石斧 2.同上裏面
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久米廃寺 (19)

第 1章瓦 類

瓦類は遺跡地内全面に散布しているが、特に建物1(塔)・建物II(講堂) ・建物皿(金堂)、東

廻廊線、それぞれの周囲の溝や凹みに瓦留りとして、集中した堆積状況を示して発見されている。軒

先瓦・道具瓦についての整理はできたが、丸・平瓦については調整の観察Kより識別できたものをと

りあげたにすぎず、その量的問題については処理できなかった。軒丸瓦は 4種類、軒平瓦は6種類で

あるo

1.軒丸:a(第4・5図、図版 1"-'3)

I類は複弁八葉蓮華文軒丸瓦であるo 中房は花弁より一段高く突出し、蓮子は 1+6+8と三重で

ある。中房の縁はやや高く突掠状となるo 比較的平坦な蓮弁は中房に接しており蓮弁と問弁の弁端は

連続しているo 外区外緩は内傾する三角縁であり、内傾する面に一部面違い鋸歯文とも観察されるよ

うな、総鋸歯文約54単位が刻まれているo 瓦当厚は 2.0c加と比較的薄い作りである。丸瓦部との接合

は直角に近く、製作の第1段階で箔型に厚き lcm程の粘土をあてた直後にあらかじめ作成した丸瓦を

あて、さらに瓦当部を厚き 2cmfとして形を整えている白瓦当裏には指頭圧痕が多く残る。胎土には白

色砂粒を多く含み青灰色を呈し堅敏なものが多い。又赤褐色軟質のものも目立つ。丸瓦部は縦位のへ

ラケズリのあと横位の浅い刷毛目がかすかにみられるo

H類は当初i類と識別できなかった。また細片では識別不可能なものもあり表 lK示した。 1類と

基本的には変らない複弁八葉蓮華文軒丸瓦であるが、以下異なる点を列挙する。直径と中房がやや大

きく、蓮子の数が1+ 5 + 8と少ない。また蓮弁が中房と接しておらず、やや離れた位置に圏諒をめ

ぐらしそれに接している。花弁と問弁は離れており、 I類のように弁端は連続しない。すべて赤褐色

を呈し焼成があまいという乙とも特徴といえよう。完形品は得られなかった。外緯は三角縁で鋸歯文

を刻んでいる点も I類と同様であるo丸瓦との接合方法も I類と同様であるo

E類 複弁七葉蓮華文軒丸瓦であり久米廃寺から最も多く出土しているo全体?と平坦な瓦当面を呈

し、外縁だけが突出している。中房は蓮弁と同一平坦面にあり、太い線で区画され圏線の中広 1+ 8 

の蓮子がおかれ、蓮弁は圏穣からやや離れ、問弁とも離れているo瓦当面には白色~灰色砂粒が顕

著にみられ箔型と粘土の剥離を容易にするため、箔型に砂をまいたものが付着したと考えられるo そ

れは文様部分の突出した部分、すなわち箔型において文様の最も凹んだ部分に特ι多く砂粒が付着し

ていることからもうなづけるo 瓦当厚は 1.0cmと非常iζ薄く、丸瓦部との接合は裏面に粘土をあて押

えであり、指頭圧痕が顕著なものが多い。また、丸瓦部の先端部凸面、凹面とも斜めに削り、先端部

記 10ケ所ヘラで刻目を入れて接合しているo 胎士は組く白色の小諜や砂粒が多く含まれているo青灰

色~灰色を呈し竪績なものが多いが、赤褐色~灰白色軟質のものが若干含まれるo 一方乙の皿類には

製作技法・胎土の異なるものが一点寄在する(第5図7、図版3-1)。やや小さな丸瓦部を瓦当中

位近くにあて、丸瓦部凸面・凹面両側に粘土をあてているo 灰黒色(断面は灰白色)軟質で砂粒の少

- 10ー



久米廃寺(19)

表1. 軒丸瓦計測値・出土個体数一覧

(単位 C篇)

軒 丸 瓦 I 類 E 類 ※1 • n類 皿類 皿類

瓦 当 直 径 17.0 17.6 一 16.5 17.1 

瓦 当 厚 2.0 1.9 一 1.0 1.9 

中 房 径 7.0 7.8 一 6.3 5.2 

内
蓮 子 数 1+6+8 1+5+8 一 1 + 8 1 + 8 

弁 拒 3.2 3.4 一 3.4 1.1 
区

弁 数 複8 複8 一 複 7 単16

外
外 縁 申冨 1.2 1.2 一 1.1 2.8 

11 高 1.2 1.2 一 0.7 0.7 

区

" 文様 穣鋸歯文 線鋸歯文 一 素文 圏線

全 工τ:<::こ 41.4 一 37.5 不明
地区別

% 
個体数

l 区 28 11 7 75 。 121 21.0% 

2 区 6 3 2 297 1 309 53.7% 

出
3 区 5 。 。 58 。 63 11.0% 

土 4 区 4 。 。 45 。 49 8.5% 

4園 5 区 1 。 。 29 。 30 5.2% 

体
7 区 。 。 。 。 。 。
8 区 。 。 。 。 。 。

数

その他 。 。 。 3 。 3 0.5% 

tE』ヨ 計 44 14 9 507 1 575 

全占個め体る数割民合 % 7.7% 2.4% 1.6% 88.2% 0.2% 100.1% 一つ
※ I類または日類に属するが、細片のため類別不能のもの。

ない粘土であるo 特別である。

W類 単弁十六葉蓮華文軒丸瓦。全体に平坦な瓦当面で、外区圏縫だけが一段高い。中房は蓮弁と

同一平坦面に閤線をめぐらした中fC:1 + 6の蓮子をおいている。蓮弁は中房圏線に接続し、連続した

ものとして表現されている。丸瓦部との接合は抱型に厚き約1mの粘土を密着させた後に瓦当外程よ

りやや内側に丸瓦をあて、瓦当裏面を厚さ約2C1IfC整えさらに凸面・凹面の隅の部分に粘土を補足し

仕上げているo美作国分寺・国分尼寺i乙同箔のものが知られているo いずれにしても一例だけで、久

米廃寺の主体をなす瓦ではない。
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久米廃寺 (19)

2.軒平E(第6.......9図、図版4.......6) 

I類は素文裏面突帯文軒平瓦であるo 軒先の先端部はゆるく外反するだけで何らの文様も施されて

いない。そのかわり凸面の先端部から10'"'-'20舗の位置民貼付突帯文がつけられているo 突帯は 4本を

基本とするもので、さらι上側、瓦当面から約20棚の位置にしばしば朱緯の付着がみられる白軒先の木

質部を塗装した折Iζ付いたものとすればζの凸帯は軒板より出ており、軒平瓦の全長の約告が突出し

ている ζ とになる。凹面には桶巻きづくりの際の模骨痕が顕著にみられ、粘土叡縦位の合せ目がみられ

るー凸面には組いハケ目がみられ I類の場合はζれ以外の刷毛目工具により製作されたものはない。

E類は重弧文軒平瓦であるo 1類同様箔型によらないもので、平瓦の厚きを瓦当部民至るまで絵々

に増していく直線顎である。瓦当部は指の太さの回線をつけ重弧文とした極めて大ざっぱな造りの瓦

である。凹面には桶巻きづくりの模骨痕がみられ凸面の調整には、A.浅くうすい刷毛目(第8図4)、

B.やや強い刷毛目(第7図2)、 C.強い刷毛目(第8図3)の三種K分類できるo 刷毛目調整のあ

とで格子目叩きを施した例もありそれぞれTをつけて個体数をだしてみた。 A83点、 AT3点、 B30 

点、 BT3点、 C21点、 CT41点、識別不可能なものを除いた結果であるo Aはさらに二種に細分で

きる可能性もあるが、叩き自の有無は別にして、 3.......4種の刷毛目工具陀よって製作された軒平瓦E

類はそれぞれ別の工人の手によるものと考えられるo 次にE類の中には平瓦に対して瓦当面を斜位に

製作したものがみられる(第7図2)0 2のように右を短かくしたもの10点、左を短くしたもの6点が

判別された。日類の軒平瓦の胎土中には直径2cm程の礎まで含まれ非常に粗い粘土を使用、焼成良好、

灰色で堅蝕なものが多い。 1類同様、凸面の瓦当面から13.......15cmの所に朱線がついている例がある。

田類 四重弧文軒平瓦、瓦当面f<:櫛状工具で三本の平行した田線を引き四重弧文としたものであ

るo 平瓦の凸面に巾約 5c加の粘土板を貼り付け段顎としたもので、しばしば剥離しているものがある

(第8図7)。凹面には模骨痕がみられ桶巻きづくりであるo 凸面斜格子叩目がみられ、それが顎ま

で及ぶ例もある(第8図5)。焼成はあまく茶褐色を呈し軟質のものが多い。

町類均整唐草文軒平瓦。瓦当面の保存が悪いが、上下外区とも圏線を 3本置き、その閣に左右f<:

3回反転する均正唐草文をおいたものであるo 灰黒色、胎土中に砂誼を多量に含む。平瓦部との接合

は瓦当上面に平瓦をあてており曲線顎としているo均整唐草文は美作国民おいて美作国府・美作国分

寺・美作置分尼寺・勝央町平遺跡等で出土例がみられるが、同箔であるかどうか同定していない。

V類破片から復元できたもので、右へ6回反転する偏行唐草文軒平瓦であるo唐草文の端部が百

合の花弁状j乙固まれているのが特徴であるo 下外区民 2本の圏線があり、乙の圏線と唐草文の緯の断

面Jま三角形を呈し、他種類の瓦当文の文様断面が半円形を呈するのに対し異なるo また、平瓦の広端

凸面jζ粘土を貼って厚くして瓦当を作り、曲掠顎としているo 凸面は瓦当から約7cmまでナデている

が、凹凸のはげしい縦位の条諒がつけられている(第9図11)。凹面は瓦当面から15cm位までヘラケ

ズリされており、模骨痕のついた布目圧痕がみられる。

百類 久米，完寺と直接かかわるかどうか疑わしいものだが、珠文軒平瓦が一点出土しているo 上下

列-区は素文縁で内区民、 2個の珠文を繰で結んfごものをー単位とする文様をおいているo
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表2. 軒平E計測値・出土個体数一覧

単位 C別

軒 平 瓦 類 E 類 E 類 皿類 V 類 VI 

上 弦 幅 30.5 26.7 一 一 (25.2) 一

下 弦 申高 33.1 28.2 27.0 (27.0) 一

厚 2.3 5.0 3.3 5.7 3.8 4.0 

内区文様 一 一 一 均唐草正文 唐扇草行文 珠文

上外区文様 一 一 一 圏線 一 素文

下外区文様 一 一 圏線 圏緯 素文

全 長 41.1 378 不明 不明 不明 不明 地個体区数別

1 区 12 16 11 。 5 。 44 14.4% 

2 区 44 160 1 1 5 。 211 69.2% 

出
3 区 9 14 1 。 。 。 24 7.9% 

土 4 区 5 11 2 。 。 。 18 5.9% 

{固 5 区 1 5 。 。 。 1 7 2.3% 

体 7 区 1 。 。 。 。 。 1 0.3% 

8 区 。 。 。 。 。 。 。 。
数

その他 。 。 。 。 。 。 。 。
1ロ』 計 72 206 15 1 10 1 305 100% 

全占個め体る数割合民 o河t 23.6% 67.5% 4.9% 0.3% 3.3% 0.3% 99.9% 

( )は復元数値

3.丸:a(第10・11図、図版 7---12) 
玉縁をつけないいわゆる行基葺き型式のものだけが出土しているo ほぼ全形のわかる12点を図と写

真で示したが、 3・4が同一である以外はそれぞれ刷毛目、布目痕ヘラケズリ調整の方法などが異な
り11種類に分類できる。全長35---38cmであるが 1例だけ30cmと小さいもの (12)がある。これは布目

叩き目がみられ、他の丸瓦と多少異なるものといえよう。
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表3. 丸 E一覧表 単位摘

幅 焼成

番号 長 高 凸 面 凹 面 胎土

狭 広 色謂

うっすらした刷毛目 布目 良好

l 38.0 9.8 17.5 7.7 広端・挟端部ヘラケズリ 堅融

倒端部ヘラケズリ 灰色~設茶褐色
ト・ーーーー一 一

縦位のへラケズリのあと 布目 良好

2 37.7 9.1 17.3 7.5 うっすらした刷毛目 側端部ヘラケズリ 竪般

茶掲色がかった灰色

一 一
目立たない刷毛目 布目 良好

3 37.0 10.2 16.0 8.6 刷毛目端部が凹凸を示す。 広端・狭端部ヘラケズリ 堅轍

側端ヘラケズザ 灰色断面明茶褐色
トーーーー

目立たない刷毛目 布目 普通

4 38.6 9.0 16.6 8.7 刷毛目端部が凹凸を示す。 広端部・狭端部ヘラケズリ やや軟

先瓦3と同類 側端へラケズリ 貫茶褐色

一
目立たないうっすらとし 布目 普通

5 36.8 9.7 15.7 8.5 た刷毛 やや敦賀白色砂醸多し

談灰色
トーーーー 一 一 一

浅く細い刷毛目 布目 良好

6 34.5 8.0 14.4 7.9 堅鼠

灰黒色

一 一
目浅く細かい即日毛目 細かい布目 良好

7 35.8 10.4 16.1 9.5 広端部ヘラケズリ 広端部ヘラケズリ 堅融

側端部ヘラケズリ 暗茶掲色

一 一
広狭のある細かい刷毛目 やや組い布目 普通

8 36.1 (10) 17 8.2 側端部へラケズリ やや軟

灰白色
ト一一一一 一

幅の広い組い制毛自 布目はやや粗い 良好

9 34.8 9.3 (16.0) 7.5 堅蹴白色砂誼多い

灰色で断面茶褐色
トー一一 トー一一一一ー

幅の広い粗い刷毛百 布目細かい 良好

10 一 9.4 (13.8) 8.3 堅最

灰色がかった暗茶褐色|
ド一一ーーー一一

粗い刷毛目(軒平瓦I類 布目 良好

11 35.5 11.5 20.9 9.9 と同じ〉。広端部ヘラケ 堅額白色砂醸多い

ズリ 青灰色
ト一一一

縄目叩き自のあとナデて 布目の上をナデ、側端部 良好

12 30 7.9 (12) 9.2 いる。広端部ヘラケズリ ヘラケズリ、広端部へラ 堅蹟

ズズリ 灰白色
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4 .平&:(第12--20図、図版13--23)

刷毛目調整や格子目・縄目叩き自により 16種に分類できる。 1--8の刷毛目はそれぞれ幅・深さが

異なる。 9・10は同一種で大形の斜格子叩き目、 11・12は小形の斜格子叩き自で別種。 12は軒平瓦国

類の斜格子叩き目と同一o 13は縦位の刷毛目。 14は縦位の条痕で軒平瓦V類と同一。 15・16は斜位縄

目叩き目。 17・18は粗い縄目叩き目。 19.......22は浅い縄目叩き目。以上16種類に分類される。このうち

15・16と19・22の縄目叩き自の瓦は他と比較して全長が短い。凹面には成形時の布目痕が明瞭に残っ

ているが 1--16はすべて桶巻きづくりによる模骨痕がみられるのに対して17・18、19"'22の二種は模

骨痕を残きず、後者の側面に布目痕がまわり込んでいるものがみうけられることから凸型により 1枚

作りによったものと考‘えるo

表4 平瓦一覧表 単位訓

市 燐成

番号 長き 厚 凸 面 凹 面 胎土

色調

巾広く浅い刷毛目 布目模骨痕桶巻きづくり 良好

1 41.2 26.0 28.6 3.2 中央部ナデ 側端へラケズリ 堅轍

青灰色

巾広く浅い刷毛目
布粘倒ケ端ズ土目板ヘリ模をヲ骨縦ケ痕位ズ桶巻狭端きづへくり

良好

2 41.0 25.4 28.0 4.0 
リラ 堅融

につなぐ 暗茶褐色

巾広く浅い刷毛目 布目槙骨痕桶巻きづくり 普通

3 一 一 27.0 2.5 側端部ヘラケズリ

灰色一灰黒色

一
粗い刷毛目 布目模骨痕桶巻きづくり 良好

4 一 一 28.9 2.9 広端部ヘラケズリ 広端部ヘラケズリ 堅融

青灰色
ト一一一

市広くはっきりしたハケ目 布目摸骨痕桶巻きづくり 不良

5 41.5 27.2 29.0 3，0 広端部ヘラケズリ 軟質

灰白色

細かいハケ目 布目模骨痕桶巻きづくり 良好

6 40 26.5 30.5 2.5 広端部へラケズリ 堅敏

灰黒色
トー一一

細かい刷毛目の上に格子 布目模骨痕桶巻きづく甘 灰色軟質

7 一 2.4 白タタキ 側端部へラケズリ

一 ト一一一一一一
刷毛自のあとで格子自タ 布目模骨痕桶巻きづくり やや軟

8 42.3 27.2 28.5 3.0 タキ 側端部へラケズリ 灰色

狭端部ヘラケズリ
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大型斜格子 布目模骨痕桶巻きづくち 不良
9 I( 36.0) 一 一 3.0 広端部ヘラケズリ 広端部ヘラケズリ 軟質

灰黒色一 一 一
大型斜格子 布目槙骨痕桶巻きづくり 普通

10 一 一 2.8 9と同類 やや軟

灰色

やや大きい斜格子 布目槙骨痕栢巻きづくり 不良
11 一 一 1.7 やや軟

ト一一一 貰褐色

1.8 ...... 小さい斜格子 布目槙骨痕桶巻きづくり 不良
12 一 一 一 やや軟

2.7 
黄褐色

縦位の刷毛目 槙骨痕桶巻きづくり 不良
13 一 一 一 2.4 側端部ヘラケズリ 軟質

一
黄福色

縦位の直接条痕 布目模骨痕桶巻きづくり 不良
14 一 一 2.7 側端部へラケズリ 側端部へラケズリ 軟質

貫褐色~暗灰褐色

斜位の縄目叩き 布目模骨度補巻きづくり 不良
15 一 (22.5) 24.6 2.6 側端部へラケズリ 軟賀

トーー一一ー 』ーーーーーーー
灰白色~灰黒色

斜位の縄目叩き 11 11 不良
16 35 一 24.5 一 15と同類 軟

黄褐色
一

担い縄目タキ目 布目 軟
17 40.5 20.7 27.5 3.5 側端部ヘラケズリ 灰黒色

広端部へラケズリ

粗い縄目タタキ目 布目 不良
18 43.4- 27.9 28.9 4.2 17と同類 側端部ヘラケズリ 小醸混り

広端部ヘラケズリ 灰白色軟質
一

縄目タタキ目 布目 やや軟
19 35.6 21.9 23.3 2.7 19.20.21.22は同類 倒端ヘラケズザ 灰色

縄目タタキ目 布目 良好焼きぶくれ、
20 33.7 24.7 26.2 2.8 倒端ヘラケズリ 燐ひずみ軟

青灰色

縄目タタキ目 やや

布調枚書づ白ヘKく布ラhケズリ 灰白色21 35 26.7 27.2 2.3 
目羽を三まわる凸型I
りをすもの
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縄目タタキ目 布目

側端へラケズリ

堅融

灰色

5.道具瓦(第21・22図、図版25)

間切瓦・喪斗瓦のニ種が出土しているo 間切瓦は45点確認されているo 再度瓦の破片にあたって検

表5. 隅切耳 討すれば増加する可能性もある。凹面を正面隅切部を上位に

1 区 2 6 

2 区 1 3 

3 区 3 

4 区 2 

その他 1 

計 4- 5 

左

2 0 

7 

l 

2 8 

右

6 

6 

2 

2 

1 

1 7 

して左上を切断したもの28点、右上を切断したもの17点であ

るo 凸面縄目叩き目のものを含まずすべて刷毛目調整と格子

目叩きの平瓦を利用して焼成前に隅切瓦としたものであるo

畏斗瓦として確認できたものは、わずか2点であるo 第22

図1は凸面に刷毛自のある平瓦を焼成前にあらかじめ 4ケ所

刻みを入れておき、焼成後に 4分割して利用したものであ

る。矢印の位置からそれぞれ2"'5cmの刻み込み痕跡があ

る o 第22図 2 は焼成前に巾20.6cm~L切断したものであるo 1 

は建物Hの東北関礎石から南へ地覆として敷かれた瓦等の中

に置かれていた。 2は建物Eの南雨落溝内より出土した。

6.文様J[(第21・22図、図服24--26)

ヘラによる印刻と、指頭によるナデの二種がある。第22図1は喪斗瓦の凸面に細い線で斜位の平行

した6本の穣を"51き、それと直交し、かつ 1本 1本の聞を少しづっずらしながら階段状に、しかも対

称的に刻み込んでいるo 第22図3はやや太いへラにより圏線をめぐらし一部それと重なるように花の

ようなものを 2つ描いているo

4・5・6は平瓦あるいは軒平瓦の凸面に指頭によるナデにより書かれたもので、調査中に文字の

可能性も指摘されていたo しかし、その後の整理により、乙の種の平瓦・丸瓦の凸面ナデであり、文

字ではない可能性がでてきたが一応今後の検討のためにも図示しておく。

第 2章仏像・壁土・焼土

仏像は塑造と堵仏の二種出土しているo塑像は如来・害薩・天部の破片に分類できるo主事仏は如来

座像2点と三尊仏 1点であり、 2区、すなわち塔・金堂周辺から出土しており、特に塔周囲から焼土・

壁土を混在して出土した。塔心礎西北12mの地点には東西5m、南北3m、採さ40C1JJの浅い凹みが

あり、ここから一括して菩瞳像の頭髪・顔面・腕・裳等の破片が多く出土した。(前回報告書掲載、

写真49--51参照)塔周囲では、雨落溝の瓦留りより上層で出土する傾向があり、基壇上面K堆積して

いた焼土等を後民整理して周囲の雨落溝の凹みに落したり、西北万の凹みに廃棄したものと考えられ
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るo 塑造仏はすべて砂質の均一な胎土で、壁土は不均一な粘土で小諜混りのものであるととから、焼

土の中から分類できるo

1 .塑造仏・如来像(図版27)

如来像の部分として判別できるものは、約15点出土した螺髪だけであるo 直径2.5c漉X2.1cmのやや

楕円形で高き 2.9cmの円錐形を呈し、頂部からみて左廻りに螺線状~L. 4 ......... 5回転するo 箔型に粘土を

入れて作ったとみられ、型の合せ自の甲張り状の色のが左右対象で縦位にみられる。頭の表面と接合

する部分は、やや斜めに切断され、直径7畑、深さ約2閣の円錐形の孔があり、棒状のもので頭部と

螺髪を接合したと考えられるo 胎土は砂質で貰褐色~茶褐色~灰色に焼けているが、火災にあい焼け

たものだろう。表面1<:金箔がわずかK付着しているものもあり、本来は金色児輝いていただろう。

2.塑造仏・菩薩像(図版27--30)
ひせん l今ら〈

塑造仏の破片はほとんど菩薩像の破片であるo 頭髪(垂髪)・顔面・上腕と膏釧・理瑞・裳・館・

指・台座の反花等が判別する ζ とができた破片である。頭髪は太き約1.5 c加の紐状の髪がとぐろをま

いた感じで、頭頂部のふくらみを表現しているo 図版28-1は頭の中心部が残っており、空胸部分の

内面K巾約 1仰の凹みが螺線状にめぐっており、対象的な位置に2cmX2cm、長さ1.5cmの釘が2本一

対で打たれているo すなわち、心棒の周囲K縄状のものを巻きつけ、告程外tζ残すように釘を打ち、

それに粘土を貼付けたに違いない。乙の折に木心にそのまま粘土を貼付けずに縄状のものを使用した

のは、貼り付けた粘土が乾燥時の収縮により剥落したり、ヒピ割れすることを防ぐ効果があったと想

定されるo

顔面は顎から唇・鼻にかけてのものと、目から下唇にかけての色の、鼻下の破片があり三体分とみ

られるo 上腕の腎釧は5点あり(第27図2)、腕の直径は 5.5cm-"'" 6 cmであるo いずれも中心~c::. 1.3cm 

X 1.85cmでやや長万形断面の孔が貫通しているo

指先は一本の太きが1.1c加.........1.8cmでやや小ぷりであるo爪や関節の敏まで表現している。独立し

た指には直径3棚の鉄心を利用しているo

台座反花は幅約8舗で隆起が大きい。複弁で弁端外躍には櫛歯文の凸帯がめぐる 0

3.塘仏(第9図(2)、図版3)

4点検出されたが、そのうち 1点は発掘の際破砕されたまま復元に到っていない。いずれも台の上

に半肉彫で仏像を表現したものであるo そのうち 2点は同箔の如来座像で、高さ4.65c明、巾3.6cm厚さ

1.3cmと小さく、全体が黒褐色に焼かれているが、顔面に金箔の付いているものがあることから、か

つては金色に輝いていたのだろう。同箔によるものが2点あるので、欠損部分をそれぞれ補って図を

書いたが、特に腕の中心から左手にかけてはっきりしない白全形が光背形で縁に蓮弁をかぎり、蓮華

座の上に座し、頭光と身光はそれぞれ二重になっているo 肉警は、はっきりするが、耳はもともとな

いらしい。眉、目、鼻、口も図に書くとはっきりするが、光器のかげんで判別しにくい。胸に二重の輪

が見えるのは三道だろうか、右手は指先が省略されているo ひぎとひぎの聞に見える三本の掠は衣を

表現したものだろうか。側面から見ると、縁の蓮弁から 3脚程の所に段がついているo これが箔型の

終っているところで、そこから背面までの間4--7_程は、ヘラで削りとられている。背面には指紋
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の跡が生々しく、それもヘラで削っている白乙のように精製された粘土を指で箔型に押込んで縁ので

ている所をけずり、背面の指圧痕を消して型からはずし焼き上げたものだろう。

もう一種類の埠仏は三尊仏の断片であるo 左の脇待菩謹の膝から上と、中心仏の右腕と光背の部分

である。現存の高き 4.6側、幅4.6c明、厚さ 1.52cmで黒褐色~r.焼けており、中心仏から復元すると幅 9cm
虻つWい

となる。顔面と胸部に金箔痕がみえるo 脇待菩薩は頭光が一段高く、肉醤も表現されている、両手を

合掌した立像であるo 左端lζ巾約5mmの縁があり、ヘラケズリされているo 側面には前者と同じく文

様面から 2........3酬の所に段がつき、箔型によって製作されたことがわかるo

4.壁土・焼士(図版40-4)

発掘調査により 1区、建物Eの西溝からは炭化物を主体とした焼土が整理箱に 1箱出土している。

が、量的には多くない。塔周辺の焼土が最も多く 3箱、次いで金堂付近で仏像片と共に約 1箱分出土し

ている。いずれも壁面表面がよく焼けて、灰色を呈するものもあるo 生焼けの焼土塊の中に、灰白色

を呈した軟質の壁面の漆喰が付着しているものがみられる。壁面と判別のできる焼土塊は厚き 5側、

最大長10cm以下に分解している。胎土は荒く、スサが混入し、小醸・砂粒も多い。

第 3章土 器

8区を除き各調査区から多量の土器が出土しているが断片が多く、寺院建立前の弥生式土器、土師

器、須恵器もみられ、重複遺跡であることが知られている。乙こではその一端を紹介するにとどめるロ

1 .須恵器(第23-""'25図、図版31"'-'35)

寺院建立前の黒色土層、黒褐色土眉あるいは整地土層中から、しばしば古墳時代の土器の出土がみ

られるo 第23図1........3は4区黒色土層中から一括出土したもので、ひずんでいる坪身口縁部を復元す

れば口径約12c慨を計る。小壷の底部は火をうけて茶褐色軟質に変質しており、内面には黒色の付着物

もみられるo 須恵器として煮沸に使用する例は珍しい。 4は口径10.1cmの坪身で、久米廃寺北側を東

西方向に走る農道拡幅工事中に出土したもので、口径の小さく、口縁部立上りの小さい同様の断片は、

しばしば基壇造成土や旧表土中から細片が出土する。 5"'-'8は葦である。扇平なつまみを有する色のが

多い。 5は口径18.3cmと大きく、へラケズリのあとつまみを接合したもので、灰色を呈し、軟質、焼或不

良である。6は墨書土器で口径13.7cmである。灰色、やや軟質、焼成良好、へラ起しである。7は、口径14

C1ft、青灰色を呈し堅級、焼成良好である c8は口径15.3側、灰白色堅額、白色砂紐多く、焼成良好である。

坪身は高台のしっかりしたもの (9・10)から、退化して小さく斜め外方へ向くもの (11・12)が

あるo底部糸切底 (14・15)は胎士、焼成からいわゆる「勝田焼jである。 11は口径12.1C1!I.、高さ

4.3 cmで、底部ヘラ起し、口縁部内面に灯明皿として使用した際の灯心のススの付着がみられるo 灰

色を呈しやや軟質であるo 12は口径15側、高き 5.9cm、灰色を呈し堅績、焼成良好、白色小砂桂を含

む。 13は口径15.8cm:で、灰色を呈し堅館、焼成良好である。

高坪は脚部の破片がみられる。 16は灰色堅績、 17は灰白色でやや軟質であるo
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第24図 1は大形の花瓶である。底部糸切底で広がった底部から垂直K立上った円筒部を有する点に

特徴があり、背灰色堅績であるo 育銅器の花瓶を模したもので、須恵器で大形のものとしては他に類

例を知らない。 2・3も花胞の類の口縁部で、 1・2は塔西北部仏像溜りより、仏像といっしょに出土

しており、仏花器としての使用がうかがえるo 5は細片から図上復元した平瓶で、灰白色で上面にガ

ラス質・の緑色自然、融のかかった優品であるo 胴上端内面に、青海波文叩き目を残す。 5・6は薬壷形

輩、 8は長顕壷、 9は壷底部、 10は鉢または広口壷の底部であるo

聾類は、大きく外反する口緩部Jζ構状工具により格子目文を施乙した第25図 1や波状文を施したも

の(図版34ー 2)がある。削り出しの耳の破片も出土しているo 聾の叩き目で内面に格子目叩きを施

す特徴的な一群(第25図 2)がある。 4は内面青海波をナデ消しているo 5は青海波文を残すもの、

6'"'-'9は内面を粗い刷毛目でナデ消しているo

2 .土師器(第23図18"-23)

18は丹塗り坪で口径15.3cm高き 3.3cm底部内面に指頭圧痕を残しそのあとナデており、他はヨコナ

デ、外面底部から立上る所に回線がめぐるo 口緩部はゆるく外反するo 19は内面黒色を呈し、 20の灯

明血や備前焼と共に建物百付近から出土したものである。いずれもへラ起しの底部で、 20は口縁内面

にススの付着がみられ灯明皿として使用したことがうかがえるo22はlIll部が2段になったもので、灰

色部もあり土師貫須恵器の可能性もあるo 23は内外面ともにススが厚く付着レているo建物v(金
堂)北碍より出土した。

3.施軸間器(第9図(3)、図版36)

須恵質の緑柑陶片が6片出土している。底部を有する一片は蛇の目高台となっており、平安緑軸で

あろう。ロ縁部は一片あり、口縁端部が外反している白

4.円面硯(第24図、図版32)

破片一点が出土している。上部の陸の部分はないが、海から透し底面までがあり、復元すれば直径

21"-22棚高さ 6.5C11tとなるだろう。長方形の透し孔は19'"'-'23を数え、灰白色堅紙、焼成は良好である。

5.墨書土器(第23図6、図版40)

ミ頁恵器郎蓋の上面にー字I::.'け書かれている。正確には判読できないが、島・鳥・嶋・為と色々に解

釈できる。

6.中国製陶磁器・和製陶磁器(図版37、第23図26"'-'29図)

中国製陶磁器は蛇の目高台をもっ越州窯青磁が一点検出された(第9図3)。他は龍泉窯系、福建

省広東地方の南方系の窯の、白磁があるo 和製問磁器は備前焼等が出土しているo 備前焼は届鉢が多

く、口縁部のあまり発達していない鏡畠末のものから室町・桃山・江戸期のものまであるo

第 4章金 属 製 品

青銅製相輪、青銅金具、鉄釘、鉾、鍬先、刀子、金箔等が出土している。鉱停についても記すこと
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番号 大きさ (C'IIJ) 厚き (CIJI) 重量 (g)

1 25.3X 11.7 0.9 746.0 

2 10.7X 6.9 1.1 319.0 

3 5.5X 4.2 1.1 93.2 

4 8.7X 4.0 0.9 110.7 

5 9.5X 7.7 1.0 276.5 

6 5.5X 5.4 1.05 127.5 

7 10.6X 3.6 1.4 201.0 

8 12.6X 4.0 1.35 266.0 

9 23.1X 5.2 1.35 572.0 

10 8.5X 7.1 0.5 130.5 

11 8.0X 3.4 0.6 31.6 

12 20.1 X 1.2 0.6 676.0 2片接合

13 8.0X 6.7 0.4 68.2 

14 5.4X 2.4 0.7 28.0 

15 28.1 X 15.4 0.9 1400.0 

16 9.4X 9.1 1.1 301.5 

17 9.9X 4.9 1.3 231.0 2個i己分離する

18 16.0X 4.0 1.8 188.0 

19 8.8X10.7 1.05 287.0 

20 5.6x 2.6 0.65 20.0 

かたどるすべがない。

10--17は円筒形を呈し前述のも

のと構造を異にするo すべて円簡

の下端につば状にはみ出し部分が

みられることから、下端を上面に

した鋳型により鋳造きれている。

10--14は15'"'-'16と比ぺて直径が小

さく、 12・13のように接続のため

の段が付くことから、相陥の中心
者つら悼す

柱である「剥住jであると推考さ

せられるo 11は下端直荏9.5C1Itなのでかなり上位、 12は下端直径24cm、胴筒部置径22cmで下位の部分

であるo 13は外面の剥離がはげしいが、縦位の坂状のものが接続しており、九輪等への接涜部分とみ

られる<)15--16は九輸の破片であるo 16は下端部復元直径98.8仰を測り、上端はゆるく内顕し尖って

終る。 15は内面に板状の接続部分がやや斜位についており、剥住への接続は13のような構造のものと

の組み合せと考えられるo 17・18は円弧を描かず直緩的であり、どの部分の破片かにわかに決し難い。
19は平面図でみられるように直径40cm程度の円弧に接する造りでややゆるく内湾する平坦な破片であ

るo伏鉢あるいは露盤の部分の可能性がある。
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久米磨寺 (19)

材質については理化学的分析をしなければ正確なととを述べるととはできないが、茶褐色の鉄錆色

目立つo 鉄分が多いことを示すのであろうか。しかし大きい錆の塊を制落とした部分は赤銅色を呈

し、錆の発生していないものでは漉紺色(青黒色)であるo 銅質は 1醐前後の気孔が目立ち、中には

5 otr.達する程大きな気孔や海綿状を呈するものもあり、概して不良である。また17・18にみられる

ととく、場冷えまたは場まわりが悪いため、疑似口縁を呈する断面となり、18はその部分が分離するo

2.膏銅金異(図版39)

現存長5.14棚、巾 0.6m、厚き 0.3cmの長方形の銅叡の下端から 0.8cmの所にO.35cmx 0.3閣の方

形の穴があけられている。また下端から 4.2cmの位置でゆるく外反し、やや幅広くなり厚きも減じて

くる。下端から 4.8cmf<::.下端近くと同様の方形の穴があけられているo

3.鉄製品(第29...........31図、図版39)

久米廃寺出土鉄製品は総数500点ちかくあるが、そのうちサピ落しの済んだ 147点について記述す

る。

鉄製の釘は方形の断面をもち長きによって次の 3群応分類されるむ

A群、長さ23.5cm、断面12...........3側、 B群、長き11""""'"14 c加、断面6...........7棚、 C群、長さ 6...........7cm、断

面 3...........5棚、 A群は現在までのと ζ ろ1点、 B群、 C群が大半を占めるo 特に仏像溜りから出土した

もの (16...........34)はほとんど乙の C群より構成されている点興味をヨIかれるo釘の頭は薄く打ち叩いて

L字形民折り曲げるのが基本であるが、円形に打ち広げたり(1・33)、両側へ突出させる(7 ・

117)例外品があるo また欠損品ではなしに当初から頭を大きくしていないもの(12・127)も存在

するが、これは隠し釘にした可能性があるo 12・67・102・103・110のように L字型に直角に曲った

釘は打込んだ先を曲げて使用したのであろう。

14は鐙と考えられる。 104は一本の釘を二ツ折りにして打ち込んで環状になった部分へ紐などをか

けて利用したもの白 105は万子である。 147は鍬先、 146は鉾である。

鉱津・窯壁一覧表単位 g

鉱 得 窯 壁

1区 12.328 1.352 

2区 5t147 487 

3区 lt938 121 

4区 11，031 2，985 

5区 3.121 608 

7区 516 8 

計 34.081 5.561 

総計 39.642 

4.鉱津・窯壁(表)

鉱t宰・窯壁は瓦と混在して出土するが、寺院建立前の古墳時代

の黒色土層からも多く出土するため直接関連するものではないか

も知れないが、出土状況について紹介する。鉱搾と窯壁はその比

重によって異なるはずだが、外見は非常に似ているため明確に区

別し難い。多少の混同はあろうが傾向は出ているo総量39，642g 

そのうち窯壁5t561 fJで全体の約告。鉱搾の出土状況は 1区・ 4区

が圧倒的に多くそれぞれ10匂を超え次K2区と 5区が約 3........... 5 

旬、 3区約2旬、 7区0.5kgであるo これは寺院建立のための造

成工事の及び方と関連があるかも知れない、下屈の古墳時代以前

の土層からかなり多く露出する鉱搾があるo しかし窯壁片の出土

が多い乙とから、乙れが遠方から運撮されたとは考えられず。製

鉄炉又は鍛冶炉がこの地fr.存在していた乙とが想定されよう e
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久米賭寺 (19)

5.金箔(図版40-1)

平坦で凹凸のない黒茶色の漆膜に金箔が付着したものが数点出土しているo 図版に示したものは、

12閥、 10棚、 18oを計るo 仏像類に付着している金箔にはこのような漆膜はないため別種のものと考

えられる。

第 5章石器，その他

石製鍔帯・水晶・環状石斧・サヌカイト原石・その他、別の項目で取りあげなかった遺物について

取りあげることにするo

1 .石製鍔帯(第29図(1))

鍔帯の一部分である丸輔が一点出土しているo 幅 2.4側、高さ 2.3cm、厚さ 0.6cmの楕円形の下端

を車線的に切断した形を呈し、下辺に近く 1.7cmx0.4cmの長方形の透孔が作られているo 裏面が広

く、表面は約 1棚づつひとまわり狭くなっている白裏面には帯に止めるための糸通し孔が3ケ所穿つ

であるo 乙れは 1ケ所に2孔を穿ち、内部で連結する孔となっており孔の直径は約 1棚"'1.411f11Jであ

るo材質は黒色粘坂岩製と思われる。

美作国では久米廃寺に隣接する「領家遺跡Jで透孔が無い形式のものが出土している他、津山市二

宮所在の「二宮遺跡」から最近の出土例があるo

2.水晶(図版40-2) 

塔北側と金堂北側から計3点の水晶が出土しているo -J~は 2.2cmx 1cmの6角住、 2.7cmX1.4cm

の七角柱。 4.9c漉x3.5 cmの原石塊であるo 水品は、鎮壇具にも利用されているし仏舎利の代用品と

して仏像胎内に埋込まれる場合もあり、一概に何に使用したか想定できない。

3 .環状石斧(図版41)

現状で1l.6X6.8cm厚さ1.74cmの大きさであり、復元すれば直径12cm、中央部の孔の直径2cmとな

るo片岩製で、中央孔は両面からの細かい敵打痕が付いており、外縁をはじめ剥離痕が目立つ、平坦

面は研磨されており、外縁に近づくにつれ厚きを減じていく。 4区E17 N 1 C層上面出土であり弥生

時代の土器も寺域内から出土しているので、一応弥生時代のものと推定される。

4.サヌカイト原石と剰片(図版41)

4点あるo①最大のものは23.5cm x 11. 3cm、厚さ 2.4側、 2区瓦留りから出土。① 11.4伽x8.3 

m厚き2.2cmのものは 1区出土①7.8X5.4、厚き 4閣のものはWIN2から出土①8.6X5.4cm厚き

O.9cmのものはWIN2出土。①は大型の原石で周囲に自然面を残す。①は大型の剥片、 ①は全体が

三角形を呈し 3ケ所剥片をとったあとがあるo ①は薄手の縦長剥片で、連続して制片をとった痕跡が

ある。

5 .石製容器(第24図11)

直径15.4cm高き 13.5cm上面は円形を呈し直径5.6岬深さ 7cmの孔が穿たれている。厚手の容器で

あるo久米廃寺より南の国道広近い水田中より出土したとの乙とであるo
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久米廃寺 (19)

第 6章ま と め

久米廃寺の瓦について

調査により出土した軒瓦の点数は軒丸瓦 575点、軒平瓦 305点を数え、ー寺院祉からの出土量とし

ては非常に多く軒瓦の組合せについて考える素材となるo 軒丸瓦ではm類(複弁八葉蓮華文)の507点。
軒平瓦ではE類〈重弧文) 207点がきわだって多く、胎士、焼成も似ており、久米蕗寺の代表的な軒

瓦の組合せといえるだろう。次に多いのは軒丸瓦I類(複弁八葉蓮華文)と軒平瓦I類(素文裏面突帯

文)である。乙の組合せは前者と比べてそれぞれ古い様相を持つものとしても妥当と考えられる。他

に数量的に問題とならない軒丸瓦町類(単弁十六葉蓮華文) ・軒平瓦町類(均整唐草文)・ VI類(珠

文)を除けば、軒丸瓦H類(複弁八葉蓮華文)に軒平瓦E類(三重弧文)・ V類(偏行唐草文)が寄

在するが、乙の組合せはいずれとも決し難いo _/~. _----~Tl-一一一γー

. ¥園 1 11 

川 a山……….. 山山…….. 川山川.“山川.“川.川".← "川川"川川"川1111川.
t町I f.j 
-一一一斗一一ー ___J 
『-f一一寸j'l

関脇量四皿屋覇属盟国隆22
1区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 8区

第1図 久米廃寺第2次発掘調査地区分けs= 1 /2tO∞ 
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久米隣寺 (19)
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1.平瓦21

2.平瓦22
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1.隅切瓦1
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1.喫斗瓦1 (綜刻文あり)

2.製斗瓦2
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1.文様瓦3

2.文様瓦5 3.文様瓦4
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1. 塑造仏如来像螺髪 (吉一)

2.盟造仏菩薩像情釧 (圭一)
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2.塑造仏菩薩像顔面(去)

1.塑造仏菩薩像頭髪(告)

左下は下からみたもので心棟を通した穴

心絡には縄状のものが巻いてあったらし

く螺艇がついている
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1. 4区黒色粘土層出土須恵器 (2・1・3)

2.須恵器4杯身 向上(3)内面

3. 4区大溝出土須恵器
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2.須恵器 平瓶5
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1.須恵器婆1

2.須恵器聾 須恵器聾3
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1.須恵器斐2 (左内面格子目叩き ・右 外面)

2.須恵器聾5

4.須恵器蔓4 5.須恵器蔓7

6.須恵器 菱8右、 9左
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1.録軸闘器 内面
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4.青釦製金具 (を)

1.釘(圭一)右下三本は仏像溜り出土

2.鉄製鍬先 (す)
3.鉄製矛?を
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1.金箔

2.水品

4. 壁土

3.墨書土器 5.縄文式土器
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1.サヌカイト原石・剥片，環状石斧

2.同上裏面
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例

1.本書は先に岡山県教育委員会より、岡山県埋蔵文化財発掘調査報告(中国縦貫自動車道建設に伴

う発掘調査)として刊行された美作国府跡発掘調査報告の補遣の一部であるo

2.昭和47年度に行った発掘調査の実施については下記の調査員が担当した。

伊藤 晃 (文化課分室)

泉本知秀 (現在大阪府教育委員会勤務)

井上 弘 (文化課分室)

池畑耕 (現在鹿児島県教育委員会勤務)

岡田 博 (文化課分室)

.::!.I~~__ ， 1 
3.本書の第 1図は津山市都市計画図23(一一一)を用い、縮尺掲載したものである。字名について

3000 

は、津山市役所保管の切図より池畑・岡田が採録したものであるo

4.遺構および遺物出土状態の写真は、泉本・岡田の撮影によるものである。遺物写真については、

すべて井上が担当した、 6x 9・4x5サイズの写真を使用した。

5 .第3・5図の実測図は、泉本・岡田による1/20・1/50原図を岡田が製図した。

6.遺物の実測図作成は、岡田が担当し、一部伊藤の教示を得、作成したものであるo 製図は浜本早

苗の手をわずらわせた。

7 .遺物の整理・実測図作成は発掘調査終了後わずかながら進めてきたが、大半は昭和52年7月........9

月にかけて岡山市西古松文化課分室にて、岡田が行なった。その他すべての出土遺物の管理は、昭

和51年7月より津山市教育委員会があたっているo
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1. 緑紬陶器の概要

美作国府跡の 3次にわたる発掘調査の結果ほよると、ほぼ発掘調査対象となる中国縦貫自動車道路

線内約12000m'のほぼ全面から奈良~鎌禽時代にかけての遺構・遺物が確認されている。更に乙の遺跡

を「国府跡」という概念に限定しないならば、弥生時代中期中葉から近世にかけての生活遺構・遺物

も多く認められている。(註 1)本項で主に述べる緑柑陶器の出土は、他の遺物と同様、発掘区域の全

面から出土が認められ、この地域が平安蒋代における美作国府の国庁域、あるいは国府域の中心部で

あったことを示唆している。

縁勅陶器の出土点数は、昭和52年9月現在完形復元分も含めて 217点にのぼるが、その後数点の増

加をみた。しかし、木製整理箱560箱にのぼる、全出土遺物の細部に至る精査を行っていないため、

今後の整理が進むにつれ、かなりの増加が期待されるロ加えて点数は少芯いが、灰泊陶器の出土もみ

られ(註2)、整理が終ればすべての施粕向器について詳細な報告を行いたいと考えている。本稿では一

応の整理を終え217点についての観察一覧表を掲げ、更に正確な計測が可能となった45点の緑融問器の

実測図(第5.........8図)を掲載する乙とが可能となったので美作国府跡調査報告補遺編の一部としたい。

緑粕陶器は主に包含層から他の遺物、たとえば須恵器、土師器などと共に出土したものが多い。

発掘調査区の検出遺構の中心を占める築地(東西・南北)遺構・掘立柱建物・井戸・井戸状ピット等

からの出土はみられない。確実に緑融関器を出土し、時期的に合致する遺構としてはあーD区の東西

溝状遺構・き-d区の東西溝遺構・いーC区のA溝などがある。これらの溝状遺構は、先述の遺構の大

半を占める奈良時代の築地溝・井戸等廃絶後の遺構で、遺構そのものの残害状態は、後世の水田耕作や

畑作、削平等の影響を受けやすい位置を占めるため、良好とはいえない。むしろ古い奈良時代の築地

遺構・井芦などの残害状態の方がすぐれているといえるo しかし、あーD区溝状遺構・き-d区溝状

遺構のいずれも、奈良時代の築地遺構の東西方向に合致し、国府域内の地割・企画が踏襲されてい

るととがわかり、平安時代においても、これらの遺構が存在する部分がなお国府域の中心部を占め

ていたことも推定されるo 第3・4図に掲げるき-d区溝状遺構は、ほぼ真北に直行する、検出全長

約11.5m、巾 3mを測る東西溝で、底部には古い時期に存在したと思われる巾70側、残荏長約 4mを

測る溝の一部が検出されている。この溝中より第8図-178の緑馳陶器碗が出土しており、溝の廃絶

期を示す。また、第10図に掲げる須恵器・土師器の大半はこの溝状遺構の中に埋積していたもので、

時期的巾を示しているが、これらについては後述するo この緑軸陶器は、全形を復する数少ない完形

品のうちの 1点で、胎土は灰白色を呈し内外面共1乙施職がみられ、平安時代初期の典型的な緑粕向器

碗と推定される。平城宮における平安初期に比定される緑軸陶器に形状・性状が極めて似るo (註

3)他の出土品の中にも同種の器形を復元推定できる、腕片は多くみられ、切高台あるいは、切高台

の中央部を丸く削りとったり、箆の先端で円形の沈緯を施すものもみられるo更に、越州青磁碗の底

部を明らかに模倣したと思われる、いわゆる蛇の目高台(切高台の一種)を呈する底部片も多々みら

れ、平安初期に比定される緑融陶器の多さを物語っている。美作国府における後者の典型的な例は
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あ-D区溝状遺構出土の椀であるo (217)乙の溝状遺構はき-d区溝状遺構と同様、ほほ真北区直

行する溝の一部で、残存長11m、巾0.9mを測り、一時期に遺棄されたと思われる多量の土師器皿・椀

と共K出土した完形片である。(註4)高台は中央部の訣りが比較的浅い蛇の目高台を呈し、同一手

法による底部片の出土は比較的多L"'o 178と同様、平安初期の典型的な緑粕陶器であるo

以上、遺構に明確fC.伴う緑軸陶器椀について概略を述べたが、器種の構成について、若干の説明を

加えたし、。発掘調査区内出土の緑軸陶器の中でもっとも多いのはやはり椀・皿であるo いずれも須恵

質(硬陶) ・土師質(軟陶)の2種が混在するo多くの破片の中には椀・皿のいずれの破片とも断定

しかねるものも多く、判別可能な破片のおおよその比率は 5: 2であるo 他民把手付瓶の破片と推定

される、把手 (46).体部片 (180)や、壷の破片 (151)などもみられる。把手片は型押しによる菱形

の文様が観察され、遺跡史唯一の破片であるo また、碗・皿などの内面にみられる、陰刻文様は 130

にのみ認められるが、きわめて簡略化された稚拙な筆致であるo

施粕技法については従来より指摘されている二度焼技法によって焼成されたと思われるものが大半

を占めるo しかし素地の焼成はまちまちで、 1個体でも部位によって「焼きむら」があるo それによ

って粕の発色も異なる場合が非常に多い。施融方法については 167のように筆状の刷毛を用いて軸薬

を用いたのではないかと考えられるものもみられるo 施軸の範囲については外底部をのぞいて内外面

全面に施馳されたもの、全面に施軸されたものの2種に大別できるo また、壷の破片と思われる 151

などには、むろん内面には施軸は認められない。

底部の技法についてはA、切高台 B、切高台の中央部を円形に扶りとったもの C、切高台の中

央よりに円形民緯を簡単に箆先によって施されたもの D、一見貼付高台にみえる帯状高台を有する

ものでも削リ出シ高台とされるもの E、いわゆる帯状高台を貼付け、須恵器杯の高台貼付けを踏襲

するもの F、回転糸切底であるもの G、回転糸切された平坦な底部に巾広かつ屑平な高台を貼付

けたものの 7種類が存在する。大きく、切高台・削リ出シ高台を在する底部と回転糸切底のものの2

種区大別できる。

色調については、硬闘では 48・126--"'128などのような濃緑色を呈するもの、 28のように灰緑色を

呈するものが多く、軟陶の黄緑色・鮮緑色を呈するものに分類できるが、各々微妙に色調が異ってい

るo 素地胎土が明るさを決め、軸薬そのものの違いは微妙な化学成分の違いはあっても極端な発色を

示さないのではないかと推定されるo 中には灰粕陶・緑軸陶いずれとも断定しがたい破片も存在し、

二度焼成の具体的な化学変化、一一軸薬塗布後の焼成温度の高低一ーによって融面の状態はかなり異

なるようであるo 更に、土中埋没後の状態によって融面の微妙な変化が存在するとも考えられ、観察

表fr.記す「貫入」についても、焼成時の際生じたものとは断定できない要素も考慮にいれなければな

らないであろう。

美作国府出土の緑軸陶器の年代的巾については、上限を他の共伴遺物から推察しでも平安初期と設

定する乙とができるが、下限については、緑融陶器そのものの即物的年代比定が困難であり、灰軸陶

器の整理とあわせて今後の研究課題としたい。
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美作国府跡 (15)

緑軸陶器観察一覧表

番号| 出土地点|出土位置|器謹|粧の色調|素地|計測値専| 備 考

あ-a-2 包含層 皿か 濃縁色 須恵質 底部片 高台;ま貼付、粧品全高にあり、胎土
精良、融面は貫入ゐり。

1 

あ-a-3 ピット 1 椀 挟緑色 土師貫 体部片 椀体部片、胎土;ま白土タイブの情良

土tりfそ用軸いる、石英落、長す石微砂を苫

2 

面はやや剥 るが光沢あ

一
あ-a-9 包含層 皿か 談黄緑色 須恵質 底部片 高台;まていね'バな削リ出し、胎土t

白内がま由っ精ずtt乙;l!，，良至か灰土正らず党色を。用沢を細れ呈を面披する、、 徹施、剖1粗1砂高台令含占E
3 商お 品っや、細や磨か滅な貫す入る

あり。

あ-a-g 包含眉 椀 続黄緑色 須恵質 底部片 内外面共lc:.施柏、素地';t賓恵貫色主焼を
(糸切底)呈け様す、、 胎灰土褐精色~良赤、微味砂を含帯びまずた膚。

4 

あ-A-9 包含層上層 血か 内面 賓恵質膚塁片 ) 
胎制土iまやI石や英剥落・長、石外面倣砂iま光を含沢bを放、内っ面、

外面黄明緑緑色色
暗青色 貫せ入ずあ、貼り、付底高台部厚か?3鵬。、高台J立残S

5 

あ-b-8 包含層 椀か 黄緑色 軟須恵底部片 高台;立回転削リ出し高台で蛇の目状

緑色
質 (削リ出し)

いを費な灰、青す地が砂色~を、制膚わず申色大をか半呈正合し主事、tf1硬落o 質、ヨで居e畠主;主主E 

6 

あ-b-g 包含層 椀 鮮緑色 土師質底部片
軸な色は鮮合明、緑やや色剥を呈落すして、二い彰る属が残η鮮害部か

(貼付高台)
H貼I恨孟I貫付土、素入。、績あ抽ら密れ胎り後土、、高焼はヨり徴台成コはナふ・底粗デつ調$砂う。樫切を含でり放仕ま由し上楕後げ

7 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点| 出土位置|器種|軸の色調|素地|計測値等| 借 考

あ-B-8 盛土 腕 談黄緑色 土師質 底部片
胎l隔慣す土には、精露削は赤良めリ土味出られを、し勅帯びた落明は光がるい膚色を呈は剥粕 目立つが全高

る、 沢あり、

8 
。

あ-cー 客土層 椀 設黄緑色 硬土師 体部片 l国砂呈自す土を含は、灰褐色褐を呈す、石英・長石徹
1・4 質 み、灰色~くすんだ窟色を

外面は軸がかなり剥落。

9 

あ-cー 8 黒褐色土眉 椀 黄緑色 須恵質 体部片
馳普ラ面賢がはあ貫癌る入、外あ蕗面りは、?剥黄自落緑治が色み~野ら緑れ鶴色る白、素F ム

10 

あ-C-9 包含層 皿か 談鰻色 須恵質 口縁部片 素軸地は光胎土沢はあ徴り。・粗砂を含まず精良、
灰青色

11 

あ揖-乱C眉区 包含層 椀 談黄緑色 覆灰青恵賀色
内l底~面部5ナ醐片テ前e 素士か地、な焼胎仕士成よ良げは微好、軸、・粗は内砂面かはをな含比り較剥ま落的ずなし精てめ良いら

12 
後3....... の厚さ る。

あ撹-乱C層区 包含層 椀
陪談縁緑色色

須恵質 底部片

義高認須織台め恵質はら百れで4:、る9石全出、面紬英し高はi・E磨垂台滅石入、施徴細、素砂融判地はを全比胎的面土較臣は的、

13 

あ揖-乱C層区 包含層 椀 白談っ緑ぽ色い 須恵質
底部片

英成素色ぽ普地い、・通胎底長、土高石白部舛台はを面須含は削恵由む質馳篇リ表で由出土、なし断、いを部わ用面分ずい談はかる灰、な白青石焼っ

14 

呈入内面すあ勅り舛、は光面く沢軸すんなは光たく.沢談白灰を，放緑t罰色ち.、続細を緩呈か急すな貫。圭
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美作国府跡(15)

番号 | 出土地点 出土位置|器種 融の色調 素地|計測値等| 備 考

あ-D-1 溝状遺構 椀 設灰黄緑色須恵質 完形片

石軸がでっ8片土光微はぽ接高砂沢Kい台粛付合あを。着色含をり含、をむし精素呈めほ全地す良と面ん、土は幽、l内どE施土焼剥舛成面晶はされ、石普と英淡通ても。い緑E‘長色白る
あ-0-3

15 

あ-0-2
か〈灰包}土補色上土層

椀か 灰緑色 須恵質 体部片
施Zど勅;7E含は沢内まを放面由、精fこ細ず良か、土素なを貫地用入胎い土ゐ、はり焼被成き・粗良ほ

16 

あ-0-2
(包灰土褐上色土層

椀 灰黄緑色 震恵質 体部片 施地胎柏土は内は精外面良土、全を面用にい光、焼沢成あ良り、好。素

か〉

17 

あ-D-2 灰褐色土 椀 濃緑色 須恵質 体高台部部~
軸花賞ず、はり棋入、焼か緑素あに成地合色はり泊、を呈商土台膚悪はし、石色はいガラ長焼ス青質石け色、微ひを全ず砂面呈みを

18 
わすあ みや、や や英~。灰や・

あ-D-3 溝状遺構 皿か 灰緑色 須恵質 体部片
外色いが面精)光。良は沢殺土を事放をi落用っ、、い、内わ面ず焼はか成遺な良宰組好砂、よを〈(含巨灰青ぷむ1

19 

あ-D-3 ? 9 談黄緑色 須恵質 体部片
外な用呈面すいく。前日るhは入が4、ゐ~-tJ焼落り、が成甚素は地やしやい胎土、鑑内はい面精、灰良は光土色沢をを

20 

あ-D-3 灰褐土 椀か 灰緑色 須恵質 体部片

英焼外色面成を・長呈普部石1通はし微事、、砂I光灰落を青、沢色内あむ面をり精呈、は良す3く3土;。す地をん胎用だ土い灰はる石鼠。

21 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点! 出土位置 1器種|融の色調|素地|計測値等| 備 考

あ-D-3 9 皿か 鮮緑色 須恵質 口縁部片

外回ナ・長面転デ馳調調石整整微は砂蜘痕痕膳ををを含がよよみ目くく立残残精良すすち、、、、 飴焼内素面土成地やは志由石向や横英様悪

22 
L、。

あ-D-4
東溝西状方遺構向 皿か 鮮緑色 土師質 底部片

全す磨す多。面、滅く施含内、素柏面み、地、をや除胎明や土るく鮮他はい膚石かの部英色な捜分~・耳は禄灰石ほ色色微とををん砂呈呈をど

23 

あ-e-8
包含?層か

皿か 談灰緑色 須恵質 底部片

施粒はい幸脚馳を色恵はわ質全~ず培面かで江灰、あ底合背る色部がti精焼外を面呈良き土すはム。、ムラ素めラ地がり胎、あ土暗る
24 

あ-e-8
包含?眉か

椀か 捜灰緑色 須恵質
(糸底切部底片か)施胎血紬土精良はは土青内外色を面用を、呈い紬しるは、、光徴焼沢成・組あ良砂好り。、を素含地ま

25 

い-A区 包土上層 椀 黄緑緑色)色 (明須恵質 底部片

施沢含ヂり執調、ま弘整す膚は精素全で色面仕地良~、、胎上〈高土焼げす台ては成ん敏はいやだ削密灰やる青、で悪リ搬色内し尚面を・シ組細呈ムで砂すはラ光。あナを

26 

い-A区 上灰面褐色土 段皿 灰黄緑色 須恵質 体部片
施話粕は九肉盟外面、先諸沢あ車、り.襲γ 器鑓壁?はやず

27 

L、-A区
(暗包灰土褐中色層土)

椀 灰緑色 賓恵質 底部片

施一緑長zE部泊広石z色、微:はいをこ底含外光砂面部沢褐曲壱外全比色あは設面面灰をり緑呈圧、を的除認素す色多地、むをく4高注含鯛胎台内土晶し倭面いは、主地石膚極ずは都れ英淡色め灰田てをも・I 
28 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点| 出土位置 |器種|勅の色調|京地|計測値等 描 考

L、-a区 9 ? 談黄緑色 土師質 小片
外白土面融タは剥プ落の精、良内面土軸をは光沢あり、(皿か) イ 用いる。

29 

い-a-2 溝状遺構 腕か 談黄緯色 土師質 体部片
施良土融では、内競外成面、は素や地や硬は質徹砂。を含む精

30 

b、-a-3 包含屑 椀 濃緑色 須恵質 体部片
施柚内は内外段面が全面ι砂焼翠外面が成ゆられる、 体甚
部 面に つ良はく粗警 琵はは入極凹凸しがL、-a-6
しるがい全、あ胎体るn土的中に精に で めてて良い31 
好でる。

L、-a-3 ピット ? 濃緑色 須恵質 口縁部片 舶の割j落が甚良しい、あ素地胎土は精良
で、焼成も好でる。

32 

い-a-3 包含層 皿か 談黄緑色 須恵質 体部片
施素を用柚地胎はい土‘内外焼は面微属i良・乙認租好砂でめ、ゐを光含る沢、ま氏が精肴あ良色る、土g 

33 

b、-a-3 包含層 9 談黄緑色 土師質 体部片

施わ灰普い柚てず色坦光はか~白内沢に白合外がっ面あtぽr、Kいる精膚、認素色良め地、でを朝胎呈白j落土土す、部はタ焼分微イ砂成をプ除ではを
34 

い-a-3 溝 9 技黄緑色 土師質 体部片
軸徹砂の状(石況英は3・4長と石同)障。を多く含む 施

35 
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美作国府跡(15)

番号 出土地点 出土位置 器種|勅の色調

員い-a-3 包含層 皿 灰緑色
須恵質 口縁部片 施面と軸な1は帥内の、む素外所、面地焼K.会段胎成面が土艮好にあは。施石り体英す、部微砂自ロ縁由壱

36 
かに含る

L、-a-3 包含層 皿か 黄緑色 土師質 底部片

型英膚色のあ・長大をり半石呈、施撒す:i剥融粒、落焼はを全含成消毒軟む精賞、、。内良面土地胎で乙線土明刻はる石花い

37 

~'\-3-4 包含層 皿 談黄緑色 土師質 直部片

粕れ地成り剥胎はlる土全落土比【較面後はし石にて的ナ英施良いデ調好しる・整長た、で高とみ台仕微る上砂。はられ貼げを合付るるがとかみなで ) 、焼素ら

38 石あ 。 み、

し、-a-3 包含層 ? 談緑色 領恵質 体部片
施内砂る執面。を含はは丸内ま外向沢面精あ良にり認土、素むで、地、焼外胎成面土はは良磨徹好滅で・粗あ

39 

い-3-5 包含層 椀 決緑色 項恵質 体部片

施商帯長通柚石は市、微灰はるきれ、砂褐内外素色いを面地わなを黄崎ず呈K認緑土すかむはに色る精含。、、 光外良む面沢で、焼、あは灰石成り、色英は普内を・

40 

い-a-4 包含層 9 灰緑色? 須恵質 体部片
胎精内外良士面は土微をと砂用もいに(勅、畏石焼の残)成良をりは4好b悪ず。いか、に素含地u' 

41 

む、-a-6 包含層 9 黄緑色 震恵寅 体部片
職柏季田地、は焼駈内ム成舛ラが而はは精やιあ良認やる不む、で、被良と内でも・粗軟面ι光葺は沢あをわあ含状りK ‘ ま

42 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点| 出土位置|器種|粕の色調|素地|計測値等| 備 考

い-a-5 表採 皿か 技緑色 須恵質 底部片

4近をと0や呈いと色同やし調硬一区個、軟ぷ焼素体い、地かき弘胎ム光土内ラ沢面はd;灰は共h青4eι0黄色1と緑比~膚べ色色匹る

43 

い-3-6 ? 皿か 経色 領恵質 口縁部片

色内は外ややK抱ぬ濃る精、磁い光緩良を土認沢色むをあ用、呈り、口し信素、、池焼下匹近方扇胎いは土良部好匹は噂粗位で量
灰緑色

44 砂あ含とるな。ま をい

い-A区 灰褐色土上面 椀か 談灰緑色 須恵質 底部片

施色聖軸〉書、軍は体細事部Zか舛なE面貫bT~入講高ゐ台堂り部光張択まで主を放{主灰っ緑了、
45 

L、-a-4 包含層上層 椀 暗黄緑色 須恵質
底(7f部片片) 

素黄灰微が部る緑地、音砂外あ面胎高色色をる含土火、を、も底は度呈粒同む精部様は白し1土良次て全外、面面質全焼い土面由腐、はtるE精焼貫。認共を良わ腐録むにう不貫す、色q土良か内入Tをこを呈部な、面ゐ用長分はムしり石灰体。いはラ46 

い-B-l 9 皿 濃緑色 須恵質 体部片

全立め良か好面か担つ施部貫、。素柚分入、的地あやに胎りやガ、土高舛極ラ函温スめ質lて主〈二回と舗度な転良焼ナる、、}デ焼わ鹿のず成f目こ

47 

いB-1 9 腕 談黄緑色 須恵質 体部片

全残由すを精面呈。る施す、良素、土融地、細で、か胎白な土白っ貫はぼっ蹟い入ぽ談密いあ黄で陪0i緑灰z色i細E色、かををF膚吾街呈色ま
48 

い-Bー 包土一上括層 9 
1・4・7

鮮緑色 須恵買 高台片
施台胎土粒はははり結全つ面良け後でIr.、認ナ焼むデ、成調光整良仕好沢上。あげり、、 素付高地

49 
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美作国府跡 (15)

番号 | 出土地点 出土位置|器種|軸の色調|素地計測値等| 備 考

い-B-3 9 皿か 濃緑色 須恵質 口縁部片

紬極ヂわは罰ずめ整内かて外や良K面含好や磨K、む認精滅断面む、良、素灰土内地赤を外胎用褐面土い色共、はを微腕呈民横砂す成。ナをは

50 

L、-B-7 包土中層 腕 決黄緑色 須恵賀 体部片

紬地含~胎灰はむ精土褐内外良色は面石土(英軟に十認焼〉・長成むを石呈、ム光微すラ砂沢ゐ。民を弘富わむず氏、か青素ι 色

51 

い-Bー 7 包土中層 椀か 灰緑色 君恵質 底部片

柚認よを苫含はれむりやずみ内、面精や素高捜台良は地少下胎い、灰端焼な土緑いは成、。接わ色良底地ず好を面呈部か。す外に匹面が長わ磨ず石は輔施微か砂馳!K と

52 

い-B-8 ? 皿か 黄緑色 土師質底部片

残紬不ず白明かるほ。に、底含白とん部むっ高ぽ‘ど焼は台い膚剥はき落不色は甘明、を舛呈い、面素す。地t、Z胎微わ砂ず土わかは

53 

い-Bー 7 揖乱層 皿か 灰緑色 領恵質 口縁部片

近胎良口縁土い、政部は、石青は内灰外英色商緑、を長呈色と石をしも呈正微、砂光焼す沢成、を他良あ含好はりな透。、明素も地精ι 

54 

い-B-8 包土中層 碗か 談黄緑色 土師質 底部片

全底宮を両部底~わ赤ずKはの施可味削か勅能にをリ含事を出認ぴむνも高。むあたが台膚る剥色t、ζ落み素を呈が地え胎茜しる土、しが粗いは糸事、

55 

い-B区 包土上層 皿か 灰緑色か 須恵質 日韓部片
好内は石外、商灰英青共、長刺色の石を大呈を半含す。はむa務m日落良土、素で焼地胎成土良

56 
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美作国府跡 (15)

番号 出土地点 出土位置|器種 動の色調|素地 計測値等

瓢胎成土良は光好は微沢、暗あ・備組青り砂色、内をを外含呈面すま考由。It:.躍緒す良土、素で地焼| 
い-B区 包土上層 椀か 濃緑色項恵貫

体(腰部)片

57 

い-bトレ 表探 皿か 技黄緑色 須恵質 底部片
徹好軸は、、E粗極E黄砂由緑てを含堅色獄をま呈由、精談す良灰、素土色を地で呈胎焼す土成良はンチ

58 

い-b- 表土層 皿 灰緑色 須恵買体~底部片

端成内地普外~胎面土属通共は部、石柚外淡面英は灰部青は、分施長色的石馳を微に窪呈剥粧めす落。をら含れ、高ずみ台、.下素焼i 2・5

59 

~"\-b区)カ 包含周 ? 漉縁色 須恵質 体部小片
外石成面極、馳石め英はてか良微砂好なでをf)~断比~J落較面赤的、素褐多地色く胎含を士む呈すは、長焼。I(2・5):b~ 

60 

い-b-1 包含周 皿か 技灰黄色 土師質体~底部片

施土英はいり残柚高は、は台長は存白白部内土石融で外微は申、タ面わ貼粧イよ共ず付ずをうか含のなEと認精趣で恩むめわ良があ、録土れゐるられが制るを品細。用。とる素。いい〈高て地、う低台胎石よ
61 

い-b-8 包含眉 椀か 黄緑色 須恵質 底部片

内|附I情りム面高長色、馳台石は~徹灰やは、砂全素褐や面護地色を含胎〉い、土緑底在部色は、此焼はを撤呈糸成す切的普底車多る部で。く分後石(英貼灰ゐお2片-c接ー合1 

62 

い-b-8 包含居 ? 談黄緑色 須恵質 体部片
関官灰商憲色匙はを極呈諮す車。て問うすい:主色調認、君内面主計は淡

63 
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美作国府跡(15)

番号 出土地点 出土位置|器種|軸の色調|素地 計測値等 備 考

し、-b-8 包含周 ? 灰緑色 須恵質 口縁部片
外が土良商剥好は。微刺落はし・祖貫て砂入い目をる立含、焼ちま成向、時精そ良白か間土、素白、地部焼分胎成

64 

い-b-9 包含層 9 鮮緑色 土師質 底部片

外胎内やむ面面。土や甘粕はは膚は回い色消転、失胎ナを呈土デ、調中内し面整、、焼疫微肥成砂わを残ずわは普かすず残通か、素存Eよ地含、り
{bトレン
チ)

6S 

い-c-7 包含層 皿か 灰緑色 須恵質 日韓部片

面粒成か内面良柚消を好わ触失は光ず。は、2度焼き磨精時素滅地良!と高胎土し温すぎ石た。外微焼の沢あるいは てい長る

66 
かあに含りむ、 土を用はい

い-c-8 包含層 皿か 決黄緑色 土師質底~体部片

施残徴明お柚Kび、芋近組部はt::.全砂いは白面)色を自n:.認むが談あど‘含焼剥緑り落成色ま、普が素ずを呈通地目、膚立胎。し土色つ(透はを、
67 

ほをっ、貫呈tとZすんL入、

い-c-8 包合層 椀 模緑色 須恵質 ロ縁部片
舛沢精鍛面あ色‘紬土良りは好、をや素用。や地い漉胎灰青日色は、微内を粗外呈面砂すをと、焼含も成tまζ光向堅

68 

い-c-8 包含眉 椀か 談黄緑色 須恵質 底部片

69 

い-C-8 包含層 腕か 透明軸とな土師賀 底部片
っている

70 
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美作国府器 (15)

番号|出土地点|出土位置|器種|粕の色調|素地|計測値等| 備 考

い-C-s 包含届 皿か 照緑色|賓恵質
口問片 !!l内英を用外・面長い撤石、焼徴は光砂成沢良を好州わず、賞か、素褐E地含色胎むを精土呈良すは羽ニ。f::'

71 

い-C-8 包含周 ? 黄緑色 賓恵質 体部片
内面星柏、外組はきZ 次やとを焼含共や成甘Kむ椅光時い、 灰抱ゐ土状褐りを色と、用素なをい呈地っ胎すてる

72 

土カいZは、る 面砂は 沢良。

る。

い-C-8 包含園 皿か 談灰緑色 須恵質 体部片
青外含内色ま面向を精呈と良すもに土る光。を沢用あい、り焼、微成良・粗好砂a灰を

73 

い-C-9 包含周 椀か 談灰緑色 須恵質 体部片
胎土内す土。外を面用は長共い石K、焼勅徴砂成の剥良を落わ好ずが、か灰目立K育含つ色む、を精素呈地良

74 

い-C-g 包含層 皿か 灰緑色 賓恵質 体部片

土れ土内外いはで焼面石な英録成E微施良色石好白摘発を、、断勅色わ面ずで面か灰はは背光なK含沢色いむゐを、素。呈る精が地す良。胎き

75 

い-C-g 包含層 9 黄緑色 須恵質 体部片
内土普舛通は而徹。共、粗2と施砂稿を含、光ま沢ず精あ良り、、 素焼成地飴1土

76 

L、一ーC一倍9 包含層 皿か 挟黄緑色 須恵質 体部片
内つ外が、町徴、焼民・施粗き砂柏は甘、を両含く面ま共由fl:~良を~J落皇土がすを用目立い
る 、灰精色 る。

77 
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美作国府跡 (15)

番号 出土地点 | 出土位置 器種!粕の色調|素地|計測値等| 備 考

し、-C-9 包含層 瓶 黄禄色 土師質 把手

全色土ぽま面由いをタ腐施呈精イ良色泊プし土由、、を表貫良呈、燐面質す入成。土はあで黄や切緑や、、草微悪油い、、内胎組、面砂黄土色ははを緑含白っ

78 

い-C-9 地山土面 椀
(灰色う緑)ぐ色いす

須恵質片日韓~体部

青呈むあ外がす函る精面。I、E施素良It.地稿では胎勅、、焼土内が成外泡は商状微は砂良共と好になを光沢部か褐あ分り、わ、っ灰Tずこ 色に合カをf 

79 

い-C-g 包土上層 ? 談黄緑色 須恵質 底部片
底面か良部)広で内は、、素焼外細面地瓜か普胎ιな施土通キ瓢ズは、長が灰あ石み褐り微光色え粒沢をる呈ぁを含す〔0擦む。、痕精内

80 

し、-C-g 包土下層 碗か 挟黄緑色 須恵質 口縁部片

土断列(ト面磨面は微ι滅は)砂はきーほ、を郡含内ど部面組む精留分は光的良で土圧沢は継あな、焼がいり成。あ、素普る通の地み胎、

81 

し、-C-g 包土下層 腕 11 領恵質 体部片

紐内素は外砂曾地面胎をく誼土t早E施密はま納明白で精在、る良広いい膚。土よと色でい光をあ呈沢るがす壱放、、微焼っ成、-

82 

ししーC-g 地山上面 椀か
談(い黄白)緑っ色ぽ

土師質底~体部片

施形を臼比制士で較はゐタ的内イる外が多プ面削白く全含色9面調出むでlシE(石認、白素英黄む色、地・高長}胎台石土微は砂台は

83 

L、-C-9 包含層 9 談灰黄緑色須恵質
(底糸部切底片) 

抱較~り軸的灰、素は多青底色地く含部胎を外土呈む面はす、石焼。を除英きム〈・全長ラ面石あ徴、り砂光、膚沢を比あ色

84 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点| 出土位置|器種|馳の色調|素地|計測値等| 備 考

い-C-g 包含眉 ? 談緑色 土師賀 底部片
施素微砂軸地は胎を土含全面措むが白、土精か良なタイ、り剥焼プ成落で軟石し質て英。い・長る石、

85 

L、-C-9 包含層 腕か 談黄緑色 賓恵質 体部片

施色はを光馳比--FJ<較は沢内的青あ外色多り面、をく含胎呈、外土むす面1、、ま焼焼は石4英成き~U落普ム・長通、ラ残石ゐ。事微り砂膚部
86 

一
い-C-9 包含届 椀か 決黄緑色 土師質 底部片

施精色ゐ瓢良、り土軟は、京質内、外焼地。面胎成普鮮土通緑は徴色、班断、粗点面砂灰d>褐をL含色光~ま膚沢向

87 

し、-C-g 包含眉 腕か 談黄緑色 土師質 体部片
同体上部。下半、箆削リ痕を残す。

88 

い-C-9 包含層 血 設黄緑色 土師質
蛇削底白リ部目出片荷シ台骨含内外む子面。誤児施柏1長あ室り豊、富多裁くは剥量落百E、残T 

89 

~'\-C-g 包含眉 椀か 11 土師質
蛇削底回リ部目出高片シ台施は砂馳白をわはっ全ずぽ面かい膚ι、含大色半むを呈精は良剥し士石落英、、軟素・噛質長胎石。士磁

90 

L、一C-g 包含届 9 談灰黄色 土師質 体部片
紬入義は者居立内外つ、面石、素英K抱地・す胎長が土石大他は半徴白腕;っ，j;~ぱ~J落含い膚、台貫色、

91 
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美作国府跡 (15)

番号 出土地点 出土位置 器種 粕の色調 素地|計測値等| 備 考

い-C-9 包含眉 椀か 談灰黄色|土師器 麗部片
底削同径上り出し高台ー7ca

92 

い-C-9 A溝 血か 灰緑色 須恵質 体部片
醐は外向精霊品良土2で3焼ほ2友lGJ良揺好はや

93 

融ずゃか。ににぷ含いむ、 を、堅わ

い-C-9 A溝 椀か 談黄緑色 土師質 底部片

施緑含白輸色ま目班高なは点台い内外あ、、焼面素り地成、、勅高はは面此台精淑はは良光削で悶微官良リ官好あ・出粗。りシ砂、鮮蛇を

94 

い-C-9 A溝 椀か 黄緑色 土師質 底部片
施石はむ削英執、焼はリ・長成内出外石軟シ蛇微面白、・粗融目高砂商台はを光比、素較沢地的あ胎多り面土く台含は

95 

い-C-9 A溝 椀か 黄緑色 土師質 体部片
同(上白。っ同ぽ一い膚個色体。を呈す。)

96 

い-C-g A溝 椀か 黄緑色 土師質 体部片 同上、同一個体か。

97 

イ-Dー 包土上層 椀か 談緑色 賓恵質 口縁部片
素内を含外地面胎ま由E土靖施は柏良灰音土、色やを用やを磨呈い誠、し焼し、徴虞て良い・粗好る。砂、7・8

98 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点|出土位置|器種|喝の色調|素地|計測値等| 備 考

イ撹-乱D周区 撹乱層 ? 設灰緑色 須恵質! 体部片

か灰ず内るら外れ、、色く焼面灰み、を給軍呈戚Kι出施面のれすも可素i動はる好、能、地ガ。外性胎キラ面土スズも質はああはで徹るくり、っ硬也貫つは白質接入きっ合でがぽも細みあいま
99 

イーOs 混乱層 ? 説黄鰻色 須恵質 体部片
ん内はる外光いど面灰含沢施色aまhず柚をk呈、、焼外素す誠面地る普胎、はや土微通やは・〈磨粗や白滅砂やっ軟、ぼは刺質いほ画明〉と。i

100 

イ-0-7 包土上層 椀か
〈灰す緑んだ色色

窺恵質 体部片
主内が外や語面や磨、臨滅灰草融の、者た自融め商くは光ん仇で沢いを焼る肱、成つ石良

101 
す的す。

イ-0ー 包土上層 椀 黄緑色 須恵質 体部片

喜徹成す。一極・粗票由言砂て明良を含好喝、ま血堅事精縁!良、主土暗主灰を用青官い色官、を間童劃相I 
7・8

102 

イーD区 撹乱層 皿か 濃緑色 窺恵費 体部片

焼施皇色(、、長、柚成残断石は内は底外極面徹害砂面部面め【体外粕はてを光制商良わとず好沢由も一、にかはを酬底青放部E含部色っと外、む全は貫精面面入良はSり土暗dEb認剥‘ 青b 
103 

イーD一
建東溝物内V 椀 談灰黄緑色土師質 体部片

望島呈稿火す号度。焼、減E底3、部5明3はる衛iくi面白f暗っ闇iぽfい膚とな色群を炉I 
5-8 

104 

イ-D区 盟乱眉 腕
披官露分倍色あぴり(灰) た

須恵質高台~体部

量4褐全{望面し色措施貫書を入置常柚ま状由は号ぴや量精たヒ灰や高晶ピ青灰台あ葉色、色り農、両をを帯信成呈畑す2師びたは2る緑底最。、断色部7書ををば
105 



菜作国府跡 (15)

番号 出土地点 出土位置|器種|軸の色調|素地|計測値等| 備 考

イ-D区 撹乱層 皿か 黄緑色 須恵質

監焼色をト呈舶成査を素呈はしかは地積皿やすふは4や。かつF石厚。部う英のでく・全全光、長赤面沢石味。をζ微露を粗帯出つ砂、、びを黄貫た含録灰入ts褐出制制4 
106 

う-A区 灰褐色土上面 杭か 設灰緑色 須恵質 底部片

面長紬好呈石、すはE底器。微は砂表部光舛沢をは面含青あ色Eむりは、、色素精断み地良面られ胎はでず灰土、赤‘陪焼体褐石成英部色舛良を・

107 

う-a-9 椀か 灰緑色 須恵質 体部片
色紬を含はを呈内む外精す面。良土共、に焼若干成磨良滅好、、 畏断石面微灰砂育

108 

う-3区 東西トレンチ 腕か 談黄緑色 須恵質 底部片

管融し台みはいはら談室、れ内細舛灰霊な面緑Fかい色土はな、ι淡貫素を黄底用入地禄部魁あい色外土、り面はf、臨ゴ;に剖がはめ磨リ・滅施粗出し紬砂がて高甚兵はを
109 

う-a区 東西トレンチ 皿か 灰黄緑色 須恵質 体部片

内分みり舛的、函焼素I~磨地成I~施語胎良柏土好、器、は、外壁議灰面砂青は色クをうすわをッ呈ツいずすキか光。あ匹沢り部含あ
110 

う-a区 東西トレンチ ? 談黄緑色 須恵質 体部片
外素良地面粕胎、土焼は剥成は落石、英遇内、・面長断粕石面微談は光砂灰沢青を含色あむ。り、精

111 

う-a区 東西トレンチ 腕 灰黄緩色 震恵質 体部片

外胎素詰面土地良粧が飴で土み、は焼大はえ半石疏る英が、は剥や内・面長や蕗石融悪、素徴目い砂。地先沢、を含白ゐ土む哲的、が

112 
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美作国府跡 (15)

番号 出土地点

出土位置 | 語 種 |動白色調|素地 計測酪| 備 考一いをu'一倍精素ぴ一良地た二劇尉回| 
う-a区 東西トレンチ 椀

淡黄緑色 土師質 体部片 土色内で舛、陪を面焼呈石英す共成。11:は・勃長や石やは徹硬剥貨落砂赤がを含味多

113 

う-a区 東西トレンチ 腕 色捜 ( 鮮} 緑官膏 底部片
全台すを面帯は、付石民び英施高た台膚秘・E長でをF搭認石状微む白砂が、っ大素ぽを地半含い胎はむ膚剥土。色落はを赤、商e呈r | 

114 

う-b- 包含層 輪花皿か 談黄緑色 須恵質 体部片

品内長舛内花石面側微を形共砂Kづ約Kを軸かく1岨はなる。かつり含ま素なん地むり磨で胎、輔折焼士成は、り望石口縁げ英遇部て川。1・4

115 

う-bー 包含層 椀か 設黄緑色 須恵質
貼底性部高片台

勉貫良色晶士馳入、。素部、は儲全地K面土胎成普土がfl:認通はし微むみ(や、E・や粗み内軟面砂銅〉は、を色膚光含を色沢ま僻~なず精灰ぴく
1・4

116 

う-b-3 灰褐土 ? 談灰黄緑色須恵質 体部片
施精を放軸良土はっ内‘を外素用面地い、胎、舛焼内は成面徴良好は・粗。IC砂ぷい含光ま沢向

117 

う-b-6 包土下層 皿か 談黄緑色 須恵費
底糸部切底片

軸談沢堅を由含縁は灰内経t、りr外、精色白、E素良っ一外地土IぽE認面胎をい土用灰むは、淡はい色石灰内晶を緑英面呈、焼は色す・長成。を〈す呈石良徴好んし砂光だ、
118 

う-b-6 包土下届 椀か fI 震恵質 底部片
肱顕p柚著はで内はb外な面Jく本、底;施謡部舛き面れ音tな笠Eはか宮っきほた署どと

119 
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美作国府跡 (15)

番号 | 出土地点 | 出土位置 器種|勅の色調 素地 計測値等 備 考

う-b-6
包(灰土褐下土周) 

椀 話緑色 土(師軟質) 底部片

色Z叫リ面子出を借すはシ@蛇tほF石のfとこ膚英ん目色高ど・~長台執赤石かは味微剥、砂素を:、地帯柏高胎び台た崎土膚はは色長政削
120 

う-b-6 溝(中) 椀 談灰黄緑色須恵質 体部片

樫2内いZ外石、色一商班微共点砂見土が民を光含師あ沢器tる;，、を青放素亙灰地土褐っ胎色、、土寵内を面成呈は石すKや英。やは鮮悪・
121 

う-b-6 包含層 灰緑色 須恵質 底部片

一悪ち・長見、い土内石、師面情微器砂が灰褐、明を含内色る。外いむ面、が素精紬は地虫胎、光焼沢こ戒はを石や放英や

122 

う-b-6 包土上層 皿か 濃緑色 須恵質
底付高部台片

素士全面地、焼施胎ー成柏、は良微好内外、・粗商断砂面と青を色含色rc.光をま沢呈由すあ精。り、良

123 

う-bー7 包含層 椀 談黄緑色 土師質 底部片

焼石高雨英台、成残比は・長較削高石的部リ微良出は砂好光シ。沢でを比借あ較状り、的、施素多地粕く胎含は土内u"外、は

124 

う-b-6 包含層 椀 灰緑色 須恵質 底部片
阿I院面外托面選は施ラ柏?スゐ、タ舛一謹面様の圧は色調クあッツりキ、 ず内

125 
はない。

う-c-2 包含層 椀 濃緑色 須恵買 体部片
触ぐれはて濃緑い色る、を呈断面す、は焼灰黒成色胎土を共呈すに。す

126 
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美作国府跡 (15)

;番号|出土地点|出土位置|器種|軸の色調|素地|計測値等! 備 考

う-c-4 包含層 椀 11 。 口縁部片 1261己同じ。

127 

う4-片t接ー合5 包土上層 腕 11 11 完形片 1261ζ同じ。

128 

う-C-2 包含届 椀 黄緑色 土師質 底部片

土成な内形外軟は面態微質砂iか、と施白、を紬軸わっ白ず問、高剥か、台臨搭正含は自貼立む時精付つ良すや、土素。や地巾、焼広胎

129 

う-C-2 包含層上層 椀か 設黄緑色 須恵質 底部片

す馳入はい(黄微はんあ、部砂だ内色り分暗面をを、的光おわ灰ι色線圧ずび沢倒か刻たをを放}落に皇花含あっ文をし呈む、ゐ、りす精焼部、9分成0わ良、ず粗土的は地やかιで脚胎なや、賞色土悪く
130 

う-C-2 包含層 皿? 灰緑色 須恵質 体部片
脚は焼徹成内良、租外好砂商、堅を、光含縁沢。ま血を精放良っ土、素を用地函い、|

131 

う-C-3 包含層上層 腕か 談黄縁色 須恵質 体部片
す内あむ外が。り面精、施素良柏地、焼胎、土内成面普は徴通は砂、ラ灰スをわタ青ずー色犠かを光に含呈沢

132 

う-C-2 包含層 ? 黄緩色 項恵質 体部片
同E外警面鐘施融、共A圧:融倒落が許目立諾つが事残

133 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点| 出土位置|器種|軸の色調|素地|計測値等| 備 考

う-C-2 包含層 椀か 談黄緑色 土師質
削の底目り部出片し蛇

残通施長吾石柏、徴白は、全砂他っ面はをぽ昔比いK日l詔較灰落色的む、素~多、膚内地く色含面胎土広むを呈わは、焼ず石すか英。成普K 、| 

134 

う-C-2 包含層上層 皿 談黄緑色
須様(恵土}質師
体部下半片

体農て部直i、行灰内面す白地色Eる仕を、粗呈切内砂外様す面.凸含帝ιま施が由靖粕口縁位ゐ民担対、、軟書u司

135 

う-C-2 包含層上層 ? 決灰黄緑色須恵質 底部片
質高外多面台、4含はtもz認細むろ精むい〈。良て、低素土地い、l焼胎付土高成台はは石や、英施や軸徹悪砂はく軟内を

136 

う -C~2 包含眉上層 皿か 談灰緑色 須恵質 口縁部片 軸良はで焼内外成面良好光沢、堅あ融り。、素地胎土は精

137 

う-Cー 3 包含届下層 腕か 灰縁色 須恵質体部下半片
施土地呈軸胎.し土焼聖は珪成内は目外石。極面英めにて、認長良石好む微、、光砂断面沢壱含赤あ褐むり精色、素良を

138 

う ~C-3 包含層下層 腕 護緑色 須恵質
口体縁部部片片 施落徴成馳良、、組好は同面砂内、外は灰を面含光青沢色、ま舛血あを面精呈り口良す、縁素土。部を地付用胎近い土は、焼9は~J 

139 

う-C-3 包含層下層 ? 灰黄緑色 須恵質 口縁部片

施焼呈はまむす聴成ば比、精。較は記ら良肉的よ、外肉多、り面面焼ずく石Rは属ら詔英光つ良沢好む、き長があ、、外石灰あり面色、り微~素は、砂高膚理地由骨色面火胎含度は士を
140 
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美作国府跡(15)

番号|出土地点|出土位置|器種|粧の色調|素地|計測値等| 備 考

う-C-3 包含層上層 腕

灰緑色 須志賀! 底体部部t片片 施底体面向部精軸部は良下はは内舛半外削土面底はをり部箆用共出削をiいシζ除光肖長日調台石沢く全で整ゐを面凹痕認れt部をζr認残思aを砂す払なす。含舛。勅ま
141 

う-C-3 包含層上層 椀か 技灰黄緑色震恵質 体部片

焼内石ス英外成タ面ー良、施様長好石輪光、断沢微、光砂部面沢分灰を比褐ゐあ較色トり的、を素呈内多面す地く含胎。tr.土はu'はラ、

142 

う-C-3 包含層上層 椀か 談黄緑色 土師質
宮底3部出片シ高

せ英当イ初ず、プ長談は、全緑石白面微色っ施砂、ぽ素融いを膚か地含胎色、む土精わをず良呈はか土すわずで。しかか白残土立存石タ

143 

う-C-3 包含層上層 掛か 灰黄緑色 土師質 体部片

施較沢を融的借、素は多び内地1くこ外胎合満面土色u'かは、を石焼呈な英成すり磨。や、様長や石硬、4微質r.~砂、い灰を光比色
14-4 

う-C-3 包含眉上層 腕か 談黄緑色 須恵質 体部片

施師存わ聴面質ずははか的内光ιな含軟外沢面度あみ精。、りか良、え素、z焼地り磨胎成土滅やすはや微悪る砂がく残土壱

145 

う-C-3 包含層上層 椀 談黄緑色 須恵質 底部片

施す放めむが馳、っら精れ磨は、漏高良素る台出地土、極胎由甚、一灰土めし部は褐てく薄わ色、と内いわず~膚外談ずか黄面かな色全緑托徴白面砂光色。沢ををE認含呈を
146 

う-C-4 包含層上層 皿 談黄緑色 須恵質貼底付部高片台

施務士素軸が地、焼は拍目全立土成画つは甘微。、くE認高位、台わ灰むず育は、争也待か、ず状ιを呈れで含す巾もむ磨、8精圏滅る剰良ろ、

141 
L、。
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美作国府跡 (15)

番号 出土地点|出土位置|器種|軸の色調|素地 計測値等| 備 考

う-C-5 包含層中層 ? 談灰黄緑色土師質 口縁部片
喜内る重外が面?先施沢を柚含ゐはむ払部も精分素的良地胎なで士割白j土落は石が的み英、焼、ら長成れ

148 

う-C-5 包含層 棋か

外内書面灰緑緑色色

須恵質
貼底付部高片台

施英ずがや職内、や、残面長甘は害石内正い舛部み徳。面砂はら光れ、を外含沢る底、ゐむ素精部h地良圧、鮮土は胎緑認で土焼色めは班成ら石れ点は

149 

う-C-5 包含層 ? 灰黄緑色 須恵質 体部片 臨堅幹霧島競存
150 

う-C-6 包含層 小形唾査か 黄緑色 須恵質 体部片

器をた用膚色い内J~焼成青静色や。や2甘5い、f赤是味認骨帯び(軟)

151 

う-C-6 包含層 皿か 灰黄緑色 賓恵質 口縁部片
良内Iま好外徹面、;粗灰E砂施青台色勅、まを呈光由精沢し良あ、土観り密、を用素。地い胎焼成土

152 

う-C-6 包含層 椀か 灰緑色 須恵質体部下半片
語土施地、勅始、残焼土は存内成は部長外良面石好(、、K内認な、徹は砂外光面沢を含はあやむり精1や嬰寒良

153 

函重)量。

う-cー 表採 椀 談灰黄緑色賓恵質 高台部

緬I採競bリZ浪柏出成胎良接はシ好土内であ外高はる、石面台氏と英音恩はEわ帯色認・れ状長f。r石aる(g舛徴巾。底砂6底.部を5部圃含ははみ〉ム削、、ラ7・8

154 
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美作国府跡 (15)

番号 出土地点 出土位置 器種|軸の色調素地|計測値等| 備 考

うヲ-C-3 包土上層 椀 槙灰緑色|須恵質
底ほ部ほ完宰

全褐はで面砂i色粒断施を呈柚が面す統外で表。一摂緑部されで色背綾を密灰呈す、色、、焼素内成部地良胎で好草土-C-8 
2片接合

155 

う-C-9 包含周 腕か 黄緑色 須恵質 底部片

査内ら外れ好は面、紘る灰がι施組青在民砂執色、部をを含皇内はす面光まは沢由{精蝕やあ良密やり土}磨、滅素.、焼地がみ監戚

156 

う-C-9 包含周 掛か
護浪灰緑録色色

須恵質 糸切底部

157 

う-d-6 包含眉 椀 濃緑色 須恵質高台底部片

全好台ま面)由、施欠精灰柏失良青、、土色光素をを用呈沢地ゐ胎いし鍛、士札焼密は。高徴成台、極組部申砂(τ付を含良見

158 

う-d-6 包含眉 椀 灰緑色 須恵質 体部片

掘砂由タ軸ーをて様含鼠は密内光ま舛。沢由面積を並良光っ土で沢、素、あ筋地り胎成、土内良面は好微、ラ極FスH 

159 

う-d-6 包含層 腕か 灰諒色 須恵質高台底部片

朝貫良色は1石は入土を英高呈ゐ壱台用、す払長一。い都石灰、焼繕橋民砂施成色極ををされ呈わb底すずて部、か良?素好区地、合な灰胎いu'背精、土

160 

う-d-g 包含層 椀 灰黄緑色 須恵質高台~体部

1也防砂全の面高的含を施火呈tまr.i度由柏し~J濃語、落、底外、良成面のわ部土ず体舛をt用函か部めはないはく貫す談るZ。黄入度ん焼だ緑あ炭色成札灰町で部粗際輝
161 
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美作国府跡 (15)

番号|出土地点| 出土位置|器種 |軸の色調!素地|計測値等| 備 考

う-dー 8 包含層 椀 捜緑色 須恵質
底高台部~下半

長成全すは比面石、泡極施器末徹稿表状砂あ、て記はを光付わ良や着ず好沢やか、でな苫臥灰Kくら噛含青暗つ色胎灰むき土精をを緑呈は良な色す鰍士しを。、密、呈勅で焼

162 

う-d-8 包含層 腕 濃緑色 須恵質i体部片 内磨誠舛む面も精施素地軸良で、胎光、土熔沢は石成あ英良り:~、長、外石堅面はやや微融砂。を
163 

一
う-d-8 包含層 皿か 談黄緑色 須患質 体部上半

含内密は外。やま面や由晴島児施艮、軸土暴を共用地胎に、、光土.焼沢は穂成品、良りi好E砂内、厳面を

164 

う-d-9 包土中~下層 ? 談黄鰻色 土師質 体部片
含血は言執沢む精はえな内外、土面素で地、。EB認焼む石成英や、内面はflJ落、

165 

良なしい. や、長軟石、鍛徴砂密をと

う-d-9包土中~下層 鉢(腕か〉
黄緑色 土師質体部下半片

砂ず良内、、舛、.好を面内含、面匹む白施精はっ柏光良ぽ、土沢い膚外あを面用色り、はいを光石呈、英情す沢、感、目長器比立液石壁微厚た的

166 

う-d-9 包土 椀 黄る緑い緑色~色明 " n 
高す貫ずム入台、かラ筆があなを含石あでり塗英、むり部全明布霞i面緑砂し色た的広を痕含範~K細重跡剥む量精、黄落あや、良緑り胎、土や色細土。讃を厚かは呈わにな

底部

167 

え-a-l 包含周 腕か 談黄緑色 須恵質 体部片

?富雄!開E52
168 
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美作国府跡 (15)

番号 | 出土地点 出土位置|器種|粧の色調|素地 計測値等| 備 考

え-aー 包含周 皿か 黄緑色 賓恵質 底部 内外面全面施稿、高台部は磨滅し消
1......3 失、内面は剥落が著しいがやや暖p

169 
素い民地緑胎土色はを呈石す英、、 底長石部徴外面砂をもわ同ず様、か

lζ含む精良土で焼成普通。

え-b-2 包含層 皿

170 

灰麗色 須恵質 口縁部片 内外面施柏、光只あり、日韓部は自

徹成っぽ、良粗好い黄砂、操灰を吾青色をま色呈白〈穏鯨堂、良密素土}。を地用胎山土、焔は

え-b-1 暗褐色土 椀 灰緑色 賓恵質体部上半片内外面指柏、両面とも光沢あ良bり土、て瀦素で
密車。胎成士良好は徹、灰、組青砂色をを含呈まレ、血極糖

171 

え-b-1 包含層 椀 政黄緑色 須恵質 底部 内外面、ラスター様光Rあり。内外

面は全やE。r面、やも精施素濃地良柏い土、、胎貫外土で面焼入は石成はあ淡英良り捜、好灰鼠緑長ロ石色色、沼微班砂内点面
172 含あ を

え-b-2 包含層 ? 灰器包

173 

須恵質
貼底謀部台

内面柚;ま消崎、外面は全面に施軌を

組認め砂てむ撤がを含か密なま〈由灰り精青磨滅良色土)、素。で様地時語士良好:i微、桓

え-C-6 包含層 椀 談黄緑色 須恵質

全胎普をい面呈土通指貫す、世組が入抽白底状砂褐だが部記色を外含細多を面呈かま〈由すは担担S精。どヒ~良落はピ土、あ黄談でり色黄、、が昆王焼者強色地成
174 

お-b-l 包含眉 皿 談諺色 須恵質 体部片

内舛高か秀あ面外火れ守り面度誌Jはる二の素。!江ζ施雇す地主縫軸胎っき、て間土きい、あはぎ極ず灰らり〉れ白つめ色、てきも精光、ク(焼粕良司ッ、あ成泡ツ燐疲キ寺り、の裂戚も
(段皿〕

175 
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美作国府跡 (15)

番号| 出土地点| 出土位置|器種 i紬の色調|素地|計測値等| 備 考

か-e-8 包含眉 椀か 黄緑色 土師質体部下半片

賀弘内明外、る面言い(膚害縁施密柚色時)、を両呈。蛭面す共、宇残佐k清:gmj三落部管がは韮光多い沢古、あ

176 

き-d-3 包含層 椀 談黄緑色 須恵質
高底台信状部貼付

全面Ir.施軸を認む、内面は軸泡破

質裂はん、光。ど含沢ムあまラがぬり精、あ素良る土、地内胎、焼外土面成は徹やと砂やも悪圧を制ほく面軟と

177 

き-d区 東西溝中
口径椀13.4 

談黄緑色 土師質i完形片 全面t乙施繭を認、むが、剥落部分が多

い。デで白、土内凹横面部で極方はを向丁なめ寧のてす精箆。江箆磨良磨キ、 外面は横
器C11I高4.3c調 はナ 。キ高を施台すは。削胎リ土出

178 
シ

欠番

179 

北酉端東谷拡張間部誌
包土上層 臨か

決灰黄緑緑色色
須恵質 体部片

外紬れ石i面徹~はも流光砂l圧褐のれ沢を込色み多d;施みを〈i含呈柏で灰素す、u'大緑、。地半焼色胎成は土を剥呈良は落す石好英、、、肉、灰いE長ず青Z 

180 

北西東端拡谷張間部区 包土上層
椀 談灰黄緑色土(師硬質〉

底部片

英膚面成削全色、良リ面出好。長、石でシ蛇か微須砂な恵申器日をh麗高比的話台較、、阪、的施素青多地色〈紬胎含(底は土む面内は、)石焼~ 外

181 

- 93ー



美作国府跡 (15)

出土地点不詳分

9 9 擁 暗自緑色 須恵質 底部片

越焼光ては暗灰州精い焼沢窯良成をる青放、~では磁細、膚すつ焼色tほかぐζ酷れな成ど(貫似ガはムる入、。ラさラ勅}スあほ質はをどり暗す、呈匹寝近すぐ緑地れもく色鴎す二な土度、、っ
182 

9 ? 椀 11 /1 日程部片

含敏内は〈面黒光まで貫績沢田っ精密入ぽi:b良。い目k立、土素fラをこず用地ス、胎いタ外ー、土焼面あは腐糊搬b、、は良粗光好内面砂、沢融堅なを

183 

? ? 椀か 灰緑色 11 11 

害土内u'外部は、面石焼は英瓜tいと施ず、良れ長好融石、、色舛光微堅面沢砂綾田はをを磨放わ滅っずi甚か素しt地、E残樹創

184 

付あ-近D-l ? 腕か 決灰黄緑色須恵質
厚底さ部ー片7聞 施つ、軸素は地内外胎面土はあ微り砂、含いずむれ、(も1光5)沢と接放、溝か

合。

185 

? ? 9 灰黄緑色 須恵質 底部片

失敏内微外す、密面粗でる砂tがはE施貼含な動付いま高白。、光精台沢帯良状土あ、、り焼L喝高地成台胎良は土好欠、は

186 

? ? 腕か 談黄緑色

土(師白プタ土質〉イ

体部片

胞微由は光砂精闘沢良はを内比土あ外叡、哲焼面前[素3腐5磨地はく誠含普胎土通甚仏。しは石い白が』土4残.タ長寄ィ部石弓
187 

? 9 椀 談黄緑色 土師質 底部片

英成施台、良は融長削好は全石、り徴赤面出砂味Kシ及帯をを帯状比」認較が、び素外的fこ底地膚多色部胎〈含。は土祖むは、、問剖焼| 
188 

- 94一



美作国府跡 (15)

番号|出土地点|出土位置|器種 粕の色調|素地|計測値等| 備 考

? ? 皿か 11 
須闇口縁制、片岡肥縁厚密は、で素内畑地な胎い、土ロは唇精良は丸、焼味成を曽も通って、

189 は。

? ? ? 

外内黄鮮面面緑緑色色

須恵質 体部片 2灰室褐戸色聖を書呈誌す。潜在:震膿京立
190 

? ? ? 
淡黄黄緑緑色色

土師質 体部片
日外成、組面は施砂比勅較を含的制良ま好血清、札膚良土色素をを用呈地胎すいa土る、は

191 

? ? ? 設黄緑色 土師質 体部片
普勅す石英通由る大、、白半長み軟石質、は剥素微、砂落地白胎、をっ土含内ぽ面はむい膚精の白一土色良部土骨タ、量民イ焼残すプ成。害で

192 

? ? 濃緑色 土師質 体部片

地長好内ラ外石。胎ス面土徴タ砂Kーは施様赤を柏光味わ、沢ずを光倍か{青沢ぴに色含たあ)膚りu'が色、、外あを焼面呈る?威。E?素、良は

193 

9 ? 椀か 黄緑色 土師質 体部片

外ま内外面1面4はヂEむ施ア宮稿が、目立勅i:r言面つ語、はう素色i君沢地主胎を放鵡す。っ、的白
194 

? ? (鉢碗か
実緑色 土師賀

器体壁部は厚片い
がずぽリ16。かい目6膚立Eに類色含つ似むをす吾語呈地IずるZ、胎宝、体土、内構外部は面長成外施石良面被融好は砂、、箆古を白田I落わ削っか)

195 

? ? 椀か 談黄緑色 土師質 底部片

施石精は英執削良租土はリ砂、全出面焼、シ蛇長成tζ石わ良由好被た民砂高、り膚光台を沢色、わ素ずあを地呈削りす、胎ζ底含主。部はむ
196 
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美作国府跡(15)

番号|出土地点|出土位置|器種 軸の色調|素地|計測値等| 備 考

あ-D-l 溝状遺溝 椀か 鮮緑色 土師買 体部片 Z内光外沢~を膚面比あ帥色E世E施を呈朝壷茅、す噛く前。外胎面土はは、剥石焼落英成、、師内長面石、は徹灰
197 

あ-D-2 帯状遺構 椀 決灰黄緑色須恵質 底部片

闘同陶同砂てはり談良を、黄結含好録はま、階色由う緒す以を呈良色目す土を‘呈素をる。地用す細胎いる。か土、焼はな貫徴成l極J | 
198 

あ-D-2 溝状遺構 椀 談黄緑色 11 11 

全色土い良く面好は白を呈。微tKっk砂施ぽ白し色舶いを、底~炭わ、体黄ーず談緑部はか此青外色や巨面含色や]、摩内はtをr面滅積呈光良す沢は、挟素土区、乏黄地焼を緑胎用成し199 

い-C-9 ? 椀か 談灰緑色 賓恵質 日韓部片
農内普外胎両通土Kは、施長組密石柏徹、で制砂は面をな含いは光。む精沢良あ士り、、 説書司

200 

い-C-9 ? 皿か 灰緑色 須恵質 口糧部片
顔内り外。、面素地K胎施土柑は、制精面良K、焼は鈍成良い光好沢、堅あ

201 

い-Cー 南北壁 ? 決灰緑色 須恵質 体部片
外は白を含面色ガ白むラを呈みス、焼質施す柏で成る、光精良貫良好沢入士あ、灰が、り石融み、素英から。れ地、長飴、制土右砂面は7・9

202 

い-C- 南北壁 椀? 技黄緑色 須恵質 底部

内素微好外地石、堅面胎微土砂ι段施。はを精稿わ良す、但かで正し、磨灰含誠青みが色、甚を焼呈し成いし良、、7・9
203 

い-c- 南北壁 椀? 黄緑色 質軟須恵 体部片

砂存軟内質外面を面比、は光較灰K施褐訳的多色油あ、をりく呈外含、面素すむ地。。はや胎や土やや焼磨は石滅成英悪、残微〈
7 • 9 

204 
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番号 出土地点 | 出土位置 器種|軸の色調|素地|計測値等 備 考

い-cー 南北壁 椀 灰緑色 須恵質 体部片
緑内も外色:面部鰐分f(.施設あ細り計、、横光沢ナ?主デあ主、り外E、d面内横面箆はt鮮削7・9

205 

い-cー 南北壁 皿か 談黄緑色
須土師恵~質 口体接部部片~ 

す胎石内いも外土土徴、る商矯が師砂は残成t灰をとE施荏背普わも部柏色断ず通~定か。はを膚認やにしか含むや色光ね、むを呈精い沢るずあ、し良石れ、り土須英、色をー磨素、擁用地長と
7・9

206 

イ-D-7 包土上層 皿 鮮緑色 須恵質 体部片

面地害徴内外胎砂はは面磨土良をi滅含広は施灰にむ、柏銅よエ、焼色、メり細光成をラ呈か良沢ル好すななド貫グ、、し石堅入、リ英織あ内ー面。ン、り白長、、残融素石

207 

あ-D-4 溝状遺構 椀か 黄緑色 土師質 日韓部片

入内いむ膚精外あ面色良り光土tをE施呈沢、焼勅をし放成あ、普石っり通英、、施素。，長輸地石胎は徴細土か砂は明なを貫告畠

208 

ロ-c区 撹乱層 皿 種灰緑色 須恵質 体部片
粗内好り外砂。、面素を地含K胎ま土渦血精は.勅暗良面青土は色を細用を呈かいな、し貫焼、入徴成良あ

209 

い-B-l 包含層 椀か 灰緑色 須恵質 体部片

入内褐むり外。色、、面光動をK沢5耳AE施すゐ良勅存、争石、、、勅素英堅E積地、胎I長、E6土灰は動回細微灰的砂か青光な壱~沢貫庇含あ

210 

い B-9 包含層 皿か 灰緑色 表恵質 口信部片 入内外、光面t沢E施あ柏り。、軸面には細かな貫

211 
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番号| 出土地点|出土位置|器種|軸の色調|素地|計測笛等| 備 考

い-B-9 包含眉 椀か 灰緑色 須恵質

喜地良色土面温胎を呈施二土、泊次績すは密。焼石、内成英、焼外徴の面砂成た屈めをとかわめも貫ず同て入か良沢好tあζ含州、り灰む、精青素、

212 

内呈Tす〈こ膚す含.舛色面む、施素、、軸地あ胎成、る鮮普い緩通はは石色白、一~英断っ一一や面長ぽ一一や石灰一い一ー膚漉微色一一砂色一いを一一揺傍をを一一呈多ぴ一を一J
い-B-9 包含居 9 

濃緑緑色
土師質

鮮色

213 

う-C-2 包含眉上層 9 
淡(黄臼緑っ色(;r 

土師質 底部

全呈が沢素むっ精面蛇が地てしか胎良ι白あ、施軟土土扇なり質軸庄、はをり細。剥石用は、高英落かない台す蹟なるら砂ず貫はる、Hが入、白をO比勅が、っリ残み出較ぽは磨存的いシら績膚滅れで多色aはKるくb光i含を~I副U 1 | 
214 

う-C-2 包含居中層 椀か 1.1 土師質体部下半片上記と同様{同一個体か)

215 

? ? 
{段皿皿〉

灰緑色 須恵質
体部底部下半

入定良内内ま面好向外をき面謡底れ、、精堅面e曲るE施嵐良K、る土柏素畦、、高灰段地、を差胎光用青台土沢がい色は貼はあゐ、を徴焼呈付りりEす帯¥、、E段細組。状き止わか高皿台ZをめとZ貫揺きて、
216 

あ-D区 東西海中 設緑色 土師質 完形片

石Eぽ目リ疫高被部上い秒膚台上げを半残色でをる。すわはあを呈列。ず内るす面高。か舛面下台胎Kる半。共土含は削中むEはE。横横庄リ素方出はナ石デ向地シ英調田で同蛇整箆白、長白で削っ口器佳高椀15 78a 
7c罵

217 

- 98ー



美作国府跡 (51)

2. 緑粕陶器関連土器について(第10図・図版)

第10図および第2表に掲げた須恵器、土師器の大半は、き-d区溝状遺構の一括出土遺物であるo

出土状態から、 3厨からなる講中埋積土の上層中・下属とに画一的には分類できず、新旧の年代的巾を

もっ遺物が混在する。これらの遺物は大体、上限が奈良時代末期、下限は平安時代前半に比定でき、

古い土器あるいは瓦片などが出土しているo 先述の緑軸陶器椀に、明らかに伴うとされるものは、第10

図-1・6・15・16で、いずれも平安初期に比定されるo 6のように天井部の退化した宝珠ツマミを

もたぬ蓋は奈良時代に属する遺構からの出土は全くみられず、美作国府においては須恵器蓋の特異な

変化が、平安初期にみられることが明らかであるo これは後に、蓋そのものが伴う杯の消滅すなわち

椀の増大に結びっく可能性が強く、供膳形態の画期的な変化が介在する可能性を示唆しているといえ

よう。 10・11・13などの杯は奈良時代のそれの形態をそのまま残し、 15・16などにわずかに先行す

るo 19などもわずかな体部下半の腰の消滅・高台の退化が、奈良時代の遺構出土遺物との相違を示し

ているo 17は、 20・22・2Mζ連らなる先行的な形態を示し、 21・23などは明らかに椀への指向が認め

られる。 1・2の土師器皿はいずれも、平安時代初期に比定される典型的な形態を示し、乙とに 1は、

緑柚向器の皿にも同ーの形態を示すものがみられる(第5図-48)。以上のき-d区溝状遺構出土遺物

については、奈良時代の遺構からの出土遺物から追及しなければならない要素を含み、国府そのもの

の時代的な機能の変化を遺物の変化が示す可能性を端的に示しているといえよう。美作国府におけ

る、奈良時代~鎌倉時代にかけての出土土器の器種構成については、後日稿を改め、あーD区溝状遺

構出土遺物とあわせて公表したいと考えており、本稿の不備な諸点をもあわせて考察を深めたいと考

えている。

との補遺編は、いわば美作国府発掘調査の補遺編第 1部であり実測図・写真・観察データ等の基礎

資料を主として公表した。用語の不統一、観察の不備等至らぬ点もあるが、今後の美作国府の調査、

遺物の整理を進める上での一階梯として、未完のまま、あえて公刊した次第であるo

(註)

(註1) 乙とに東方谷部調査区および台地斜面では、多量

の弥生式土器が出土した。また、遺跡全面でも弥生時代中

期~後期にかけての土器、石器が多量に出土している。

(未整理)

(註2) 皿・碗が8点出土しているロ美作地方では、勝田

郡勝央町所在の平(たいら)遺跡で灰軸陶器が比較的多く

出土している一方、録軸陶器も多量にみられ美作国府民つ

ぐ施抽陶器の出土呈が知られている。

(註3) 田中琢「平城宮跡発掘調査報告皿-V2遺勘j

奈良国立文佑財研究所学報第17冊所収 (岡和43年刊)
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美作国府跡(15)

¥二二b手〆

4 

/二)千三、

8 

16 

。 18 10叩1
19 

第10図-1 緑軸陶器関連土器実測図 (1--4 :土師器1 5........19:須恵器)(す)
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20 

22 

。 1加n

24 

25 

‘ 、
色

緑軸陶器関連須恵器実測図(古-)第10図-II

椀・皿いずれも遺害状態が悪く器壁処理・復元作業が未了のため、今回の補遺編に掲載することが不可(註4)

能であった。乙の遺構では項恵器の出土は少なしわずかな聾・壷片の出土をみる。乙の中には内外面格子自の

叩き目文をもつものがみられる。奈良末~平安初期応、美作地方でその分布を認める。

-101ー



美作国府跡 (15)

第2表 緑軸陶器関連土器観察一覧表 {第10図ー1• n、図版14参照}

掲載図| 出土地点 出土周位 計測値 |器種| 手法・形閣の特徴

第四国一1 き-d区 帯状遺構
む{径器器}形1高4.6 圏 、 土形皿師片{器完} 2.3摺
は若干ひず

第四国一2 き-d区 溝状遺構 径器高14.6棚、
土皿片)師【器M 1.9摺

第10図-3 き-d区 溝状遺構 高台部径7.6帽

土碗片〈師底}か器部
体石膚高ナリ部台英色後デ調~上微で、半砂淡整やナ褐かデでやを仕調含色外ら高上方整むぞ台す。皇げミす外胎焼るる。成面白土る高。底中普?と台通か部ILははリは、貼長揺箆て石表付はケ横4ズは・7 

第10図-4 き-d区 溝状遺構 在器1高3.7 晴 、 土杯師器
3.8摺
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掲載図| 出土地点 出土層位 計測値 |器種| 手法・形態の特徴

第 10図-5 き-d区 溝状遺構 残径荏14C7J1、
高2.65C7J1

須査恵器

第 10図-6 き-d-3 溝状遺構 径器高15.15冊、
形須蓋恵品(完器) 2.55C7J1 

第 10図ー7 き-d区 溝状遺構
径残在14器.7高側2、.6c加 須蓋恵器

ツマミ部調上整石面褐、外整微色はげではる欠面仕賠を、・失施粗灰他上はすす青箆体砂げは。部色オ暗をるる。~。合灰内コ、天面胎青内カシみ後土井は面色エ、部す中口、焼をリべ縁ナは区部成呈高デ部同て横調石近すは良〈
事平ナ坦デ仕で

英私・調設長T 

る。

第10図-8 き-d区 溝状遺構 径器約高14.4C/IJ、
j須葦B片恵(器完) 2.15c甥

第 10図-9 き-d区 溝状遺構 器径高173.5C湖、
須形蓋恵品(完器) .3c加

第四図ー10 き-d区 溝吠遺構 器径高133.3畑、
須弘恵子器

底微t転調か口t右縁整方部色な手~指部は向をを施含慌頭霊は圧長痕すみ灰右かオ青。。コり、・胎焼握色てシ土の痕成はを後内呈中良をす残外好圧、オ面、は、る調。石。共内整体英外Kろ面横部、く・長共わかろナ石ずk 回ヂら

.8ca 
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美作国府跡(15)

|掲意図| 出土地点 | 出土層位 | 計測値 |器種| 手法・形態の特徴

第四図-11 き-d区 溝状遺構 径器12 ‘ 6ca: 
高3.5c. 斤護霊草

第 10図-12 き-d区 溝状遺構 器径高13.85帽
須禁富恵器元3.65捕

第四図-13 き-d区 溝状遺構 径器高123.5m 
杯実須復恵測元器

タ丸付部宣色内デ十万好調外味がけはをを高す面舛呈整目、方共台立比すをるもす較口ι民ちるっ縁横至的た、る部体。石ー外るナる英暗の録か部。胎デ下高微部調土、ら整体半台中同は列箆部のは正をも肢含面施やは才圧粗共かやむをコし細砂。へにげシ、焼灰後やててく・貼端長褐はや成ナ

.5c冨

加。え。

第 10図-14 き-d区 溝状遺構 径器高14.6c. 
須杯実復側恵器元4.4卿

第四図-15 き-d区 溝状遺構 器径高12.75調

喜完(恵腕形片器〉
5.7岬
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美作国府跡 (15)

掲載図| 出土地点 | 出土周位 | 計測値 |器種| 手法・形態の特徴

第四図-16 き-d区 溝状遺構 器径高17.9C'.K 

杯先須(椀形恵片器) 
7.2C7J1 

第10図-17 き-d区 溝状遺構 器径高145.9m 須評完恵器形.3c糟

第10図ー18 き-d区 溝状遺帯
径器(高推147定.5. } 摺1 摺 須杯実復恵測元器

第四図-19 き-d区 溝状遺構 径器高146.5捕 項恵器
.8Ci'J1 

杯完(形椀)片

第四国一20 き-b区 帯状遺構 径器15.9c酒 須(椀恵器) 
高6.45閣
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美作国府跡 (15)

掲載図| 出土地点 出土層位 計測値 |器種| 手法・形態の特徴

第四国一21 き ~d区 溝状遺構 岩荏高15.8摺、
腕形須恵品(完) 器5 "-'4-.6摺

第四国一22 い-c区
帯(状A遺溝構) 器径1高56 • 4棚 、

須杯形片恵()器完.lcm 

第10図ー23 き-d区 溝状遺構 径器17.1 冊 、
須官完恵器形高5.45cm

第10図-24 う-d-8 包含層 高台径8.45cm
腕須実復恵測元器

第10図-25 き-d区 溝状遺構
体約(部肩16最部-8)岨大径

壷2頁片恵器
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図版1
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2.緑柚陶器 (217)出土状態北から



図版2

1.き-d区溝状遺構 西から

2. き-d区溝状遺構東から
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